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＜はじめに＞ 
ＤＤＩポケットが提供するオープンネットコンテンツは、Ｈ”やＰメールＤＸ対応ＰＨＳからイ

ンターネット上のＷＷＷサーバにアクセスするためのゲートウェイサービスです。 
オープンネットコンテンツに対応したホームページの作成には、この仕様書で説明される

ＤＤＩポケット独自のコンテンツ仕様を理解する必要があります。オープンネットコンテンツ

では、従来の HTML を用いたホームページの作成とは異なり、ＣＧＩプログラムや電子メー
ルのフォーマットに関する知識が必要となります。 
既存のコンテンツサービス（＠で始まるアドレスを持ったコンテンツ）（旧情報サービス）で

実現されている様々な対話型のインタフェースは、コンテンツを提供するコンテンツサー

バー（ＷＷＷサーバ）でＣＧＩプログラムを組むことにより実現されています。 
オープンネットコンテンツでは HTML のようなマークアップ言語を使用していないため、
ユーザの入力をコンテンツサーバーのＣＧＩで理解し、入力に応じたメールテキストを出力

する必要があるからです。 
そのため、オープンネットコンテンツに対応したホームページの作成は、通常のホーム

ページ作成に比べて簡単とは言えませんが、もし、あなたがＤＤＩポケットのＨ”ＬＩＮＫ（旧Ｐ

メールＤＸ）に対応した端末のユーザであれば、是非この仕様書を読んで、オープンネット

コンテンツのホームページ作りにチャレンジしてみて下さい。 
 
 
＜Ｈ”ＬＩＮＫについて＞ 

「Ｈ”ＬＩＮＫ」とは、ＤＤＩポケットが提供するサーバアクセス系のサービスブランドであり、

非音声系センターサービス（Ｐメールは除く）の総称です。コンテンツサービス（旧情報サー

ビス）やＥメール（旧センターメール）もこれに含まれます。 
 

 
 
 
＜本仕様について＞ 

オープンネットコンテンツに関する公開可能な仕様は本仕様書に全て記載しています。 
本仕様は端末メーカーへ御案内している仕様に基づいて記述されたものですが、実装

の有無、および動作を保証するものではありません。 
また、本仕様書の内容に関する質問には一切お答えできませんのでご了承ください。 

 
 
＜Ver2.10→2.11の主な変更点＞ 
・ 機種毎のパラメータ一覧に HV-50、RZ-J700、HV-210を追加。付録４参照 
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1. オープンネットコンテンツ 
1.1. オープンネットコンテンツの仕組み 

オープンネットコンテンツは、ＤＤＩポケットが提供するセンター（以下、単に「センター」と

呼びます）を利用して、ｆｅｅｌＨ”／Ｈ”およびＰメールＤＸ対応ＰＨＳ（以下、単に「端末」と呼

びます）から、インターネット上のＷＷＷサーバに置かれたＤＤＩポケットのオープンネットコ

ンテンツ用に作られたホームページへのアクセスを可能とするものです。 
センターは、端末のコンテンツサービス（旧情報サービス）機能により送られて来たメール

の内容をもとに、ユーザ（端末ユーザのことです）が宛先 To:で指定したアドレスへ代理でア
クセスします。そして、ＷＷＷサーバから得られたドキュメント（これをコンテンツと呼びます）

を、端末へ送信し、端末からの返信を待つという動作を繰り返します。 
 

交互ﾒｰﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ HTTPﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

To: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

BD=19841109 

GET /pdx/uranai.cgi?data=BD%3d19841109 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

2000年10月1日のあなたの運勢は？ 

巨大な太陽が全てを飲み込もうとしてい

ます。小さな３つの惑星は互いに近づき
輝きを増しています。月は近づくことが

できません。 

ｾﾝﾀｰ 

 
 

インターネット 

WWWｻｰﾊﾞｰ 対応端末 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

2000年10月1日のあなたの運勢は？ 

巨大な太陽が全てを飲み込もうとしてい

ます。小さな３つの惑星は互いに近づき
輝きを増しています。月は近づくことが

できません。 

To: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

GET /pdx/uranai.cgi 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

生年月日を入力してください。 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

生年月日を入力してください。 

応答 

返信 

応答 

返信 

 
 
上の図に示すように、オープンネットコンテンツでは、センターと端末の間はＤＤＩポケット

独自のプロトコルである交互メールプロトコルを用い、センターとＷＷＷサーバの間では、

ＷＷＷのプロトコルである HTTPプロトコルを用います。 
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対話形式のホームページを実現するためにはユーザの入力をＷＷＷサーバに通知する

必要がありますが、センターはこれをＷＷＷで用いられるＣＧＩインタフェースの仕組みを利

用して実現しています。 
 
したがって、ＷＷＷサーバから見ると、端末から送られてくるデータはHTMLで記述され
た以下の入力フォームとほぼ等価です。 

 
<FORM ACTION="uranai.cgi" METHOD="GET"> 
<TEXTAREA NAME="pdxdata" COLS="16" ROWS="4"></TEXTAREA> 
<INPUT TYPE=SUBMIT VALUE="送信"> 
</FORM> 

 
ＷＷＷサーバ側では通常のＣＧＩと同様に環境変数 QUERY_STRING に含まれる 

"pdxdata" パラメータの値を読み出すことで、ユーザが入力した文字列を知ることができま
す。 

 
1.2. 端末からのアクセス方法 

オープンネットコンテンツへのアクセスは、端末の「Ｈ”メニュー（旧ＰメールＤＸメニュー）」

から「コンテンツサービス（旧情報サービス）」を選択することで起動します。 
オープンネットコンテンツへのアクセスはＵＲＬと呼ばれるアドレスの指定が必要となりま

す。ユーザはメールの宛先 To: にＵＲＬを入力することで、アクセスするホームページのア
ドレスを指定します。アドレスは http:// から始めても、http: を省略して // から始めてもか
まいません。（ただし、ユーザにアドレスを告知する場合には、必ず http:// から始めてくだ
さい） 
ユーザは端末の表示に従いながら、必要に応じて表題や本文を入力し（※１）、〔通話〕

キーを押して発信します。端末はセンターからの返信メールを待ち、受信したメールを画面

に表示します。ユーザは表示されたメールを読み、返信が必要であれば返信文を作成し、

〔通話〕キーを押し入力したメールを送信します。この時、ユーザが返信したメールの宛先

（To:）には、端末で受信したメールの From: の値が自動的に入れられます。 
 
※ １通目のメール（接続前に作成するメール）で作成できる内容は機種により異なります。

宛先のみ入力できる機種。宛先と表題が入力できる機種。宛先と表題と本文の全てが入

力できる機種があります。現行の端末では、ほぼ全ての端末で、宛先・表題・本文の入力

が可能です。なお、ユーザインタフェースの関係で、本文の入力に進むためには表題の

入力が必要な端末もあります。 
 
＜想定する１通目のメールの用途＞ 
① ＣＧＩプログラムへ渡すパラメータを表題（Subject:）で指定する 
例えば、経路検索で出発地と目的地を指定してアクセスしたり、メロディデータのダウ

ンロードであらかじめダウンロードする曲を指定してアクセスしたりすることで通話時

間を節約できます。 
 
② アップロードする文章をあらかじめ作成する 
例えば、掲示板への書き込みをオンラインで作成せずに、あらかじめ作成してから書

き込み用ＣＧＩにアクセスすることで通話時間を節約できます。 
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2. センターの動作 
2.1 ＷＷＷサーバへのアクセス（ＨＴＴＰリクエスト） 

ＷＷＷサーバへのアクセスは、端末が直接行うのではなく、センターのゲートウェイサー

バが代理でアクセスします。ゲートウェイサーバは通常のＷＷＷブラウザ同様に、TCPの80
番ポート（固定）に、HTTPプロトコル（HTTP/1.0）を用いてアクセスします。 

 
2.1.1 ＧＥＴで通知されるパラメータ 

WWWサーバアクセス時、センターは以下の情報をＣＧＩにより通知します。 
＜＞内は通知時のパラメータ名称を示します。 
 
※アクセスファイル名が.htm および.html で終わっている場合にはこれらのパラメータは通知され
ません。また、ファイル名が.txtで終わる場合もパラメータの通知を期待すべきではありません。 

 
• 表題＜ｐｄｘｓｕｂｊ＞ 
ユーザが入力したメールの表題。 
 

• 本文＜ｐｄｘｄａｔａ＞ 
ユーザが入力したメールの本文。 
 

• セッションＩＤ＜ｐｄｘｆｒｏｍ＞ 
セッションＩＤはセンターが通話毎に付与するコネクション識別子です。識別子は、英

字＋９桁以下の英数字から成る文字列です。ＷＷＷサーバはこの値を識別することによ

り、複数のリクエストを端末（ユーザ）毎に関連づけることができます。（ＷＷＷサーバへ

のアクセスはセンターのゲートウェイサーバにより行われる為、ＩＰアドレスによる識別で

は、同時にアクセスしているユーザを区別できません） 
 
※セッションＩＤは端末がセンターに接続する毎に生成されるユニークな値です。同じユーザ

であっても再度センターに接続した場合には値が変わりますので注意してください。 
 

• 連続アクセス回数＜ｐｄｘｔｕｒｎ＞ 
同一のディレクトリに連続して何回アクセスしているかを示す値です。 
例えば、あるコンテンツに最初にアクセスした時、この値は１です。その後、このコンテ

ンツと同一ディレクトリのファイルへ連続してアクセスする毎に＋１されます。 
この値は利用方法を特に想定していません。必要に応じてお使い下さい。 
 

• メールタイプ＜ｐｄｘｔｙｐｅ＞ 
端末から受信したメールの Content-Type を示します。この値により、＜ｐｄｘｄａｔａ＞で
通知されるメール本文がプレーンテキスト（通常のテキストメール）であるか、コンテンツ

サービス独自の装飾を含んだＰメールＤＸテキスト（6章参照）であるかを区別できます。
必要に応じて御利用ください。 

 
＜値＞ pdxtype=0 プレーンテキスト（※１） 

pdxtype=1 ＰメールＤＸテキスト 
pdxtype=2 マルチパートメール（※２） 

 
※１）pdxtype=0の場合は pdxtypeパラメータそのものが省略され通知されません。 
※２）boundary文字列は、HTTP_Boundary環境変数に含まれています。 
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• 機能表示＜ｐｄｘTAG＞ 
当初、このパラメータは、端末で処理可能なＰメールＤＸテキスト（6章参照）の各種タ
グの実装状況を通知するものでした。しかしながら現在では端末の搭載したオプション

機能を通知する為に利用されています。 
このパラメータは不定長の文字列で、（左からの）位置に対応した以下の各機能のサ

ポート状況を表します。 
 
※以下に説明する中で＜＞で囲まれた部分はＰメールＤＸテキストのタグの名称です。 
詳しくは6章のＰメールＤＸテキストの説明を御参照ください。 

 
 

１文字目 絵文字の実装状況を表します。 
  ０：未実装、 
  １：レベル１までの絵文字を実装 
  ２：レベル２までの絵文字を実装 
  ３：レベル３までの絵文字を実装 
 

３文字目 タグのサポート状況 
  ０：すべてのタグを未サポート 
  １：＜ＳＥＬ＞＜ＳＵＢ＞タグをサポート 
  ２：＜ＳＥＬ＞＜ＳＵＢ＞＜ＢＬ＞タグをサポート 

 
８文字目 feelsoundへの対応状況を示します。 
   ０：未対応 
   １：feelsound対応 
 
１１文字目 ＪＰＥＧ表示機能の実装状況を表します。 

  ０：未実装、 
  １：カラーＪＰＥＧ対応（ビジュアルホン） 
  ２：カラーＪＰＥＧ対応（JFIF準拠） 

 
１３文字目 ミックスされたファイルの再生機能 
    ０：未サポート 
    １：カラオケファイルとプロモーションファイルのサポート 
 
１４文字目 画像表示機能 
    ０：添付ファイルとしてのみ閲覧 
    １：テキストへのインライン表示可（＜ＩＭＧ＞タグのサポート） 
 
上記以外 非公開 

 
 



 

 - 5 -

例えば、レベル２までの絵文字とカラーＪＰＥＧ（JFIF準拠）をサポートした端末の場合は 
 

TAG=20000000002000 
 
が通知されます。上の例は、後ろの未実装部分が省略されてTAG=20000000002と通
知されることがあります。また、全て未対応の場合にはTAGパラメータそのものが通知さ
れない場合があります。省略された値には0が指定されたものと同様です。 

 
 
＜例＞ 
ユーザが宛先に「http://www.pdx.ne.jp/pdx/office.cgi」を、表題に「READ」、本文に
「schedule=12/01」と書いてアクセスした場合、ＤＸセンターでは以下のようなGETコマンドを
発行します。 

 
GET /pdx/office.cgi?pdxfrom=L0110Y2000&pdxturn=1&pdxtype=0&pdxTAG=20000000 

002000&pdxsubj=READ&pdxdata=schedule%3d12%2f01%0d%0a HTTP/1.0 

センターは将来、上記以外にもパラメータを送るかも知れません。ＣＧＩプログラム

では、パラメータの数や順序に依存した設計をしないようにお願いします。 
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2.1.2 User-Agentで通知されるパラメータ 
HTTP リクエスト時にセンターがＷＷＷサーバへ通知する User-Agent 情報を以下に示し
ます。 

 
＜書式＞ 

User-Agent: クライアント／バージョン （端末表示能力） 
 
＜内容＞ 
クライアント名 ＰＤＸＧＷ 
バージョン １．０ 

 
端末表示能力 ＴＸ＝スクロールせずに１行に表示可能な漢字の文字数 

ＴＹ＝スクロールせずに表示可能な漢字の行数 
ＧＸ＝スクロールせずに表示可能な画像の横方向画素数 
ＧＹ＝スクロールせずに表示可能な画像の縦方向画素数 
Ｃ＝色表示能力 
 “Ｇ２” モノクロ２階調 
 “Ｇ４” モノクロ４階調 
 “Ｃ４” カラー４色 
 “Ｃ２５６” カラー２５６色 
 “ＣＦ－” テキスト表示２５６色＋画像表示フルカラー 
 “ＣＦ” フルカラー 
Ｇ＝画像ファイルの表示能力 
 “Ｂ２” モノクロ２階調のＢＭＰファイル 
 “ＢＦ” カラーＢＭＰファイル 
 “Ｊ２” （カラーＢＭＰファイルと）ＪＰＥＧファイル 
ＧＩ＝世代識別子 
 “０” or “１” feelH”以前の H”、ＰメールＤＸ対応ＰＨＳ 
 “２”  feelH”、カラー表示可能な H” 
 “３”  feelH” と高い互換性がある端末 

 
※ テキスト中に画像を挿入できる端末でのＧＸ、ＧＹはインライン表示可能な画像

サイズとなります。 
※ 本仕様書では RGB 各 4ｂｉｔ以上（＝4096 色以上）表示が可能なものをフルカ
ラーと表記しています。 
※ feelH”端末を区別する最も有効な方法はＧＩパラメータを見ることです。 
※ Ｃ、Ｇ、ＧＩの各値は将来、上記以外の値をとることがあります。 

 
＜例＞ 
 User-Agent: PDXGW/1.0 (TX=8;TY=4;GX=96;GY=65;C=G2;G=B2;GI=0) 
 
ただし、端末により、（）中の端末表示能力部分が省略されたものがあります。 

 
＜例＞ 
 User-Agent: PDXGW/1.0 
 
このような場合、以下のデフォルトの値が指定されたものとして取り扱うことを推奨します。 
 
＜デフォルト値＞ 
 
 TX=6; TY=3; GX=72; GY=36; C=G2; G=B2; GI=0 
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2.2 ＷＷＷサーバからの応答（レスポンス） 
端末はＨＴＭＬテキストを扱えないため、ＷＷＷサーバーはオープンネットコンテンツに

対応したメールフォーマットのテキスト（「ヘッダ＋空行（改行だけの行）＋本文」から成るテ

キスト）を出力する必要があります。 
 
2.2.1 単独のホームページの作成 

単独のホームページを作成するには、メール形式のテキストファイルをＷＷＷサーバに

置くだけです（※）。以下に、テキストファイルの例を示します。 
 

X-PmailDX-CTRL: LineDisconnect 

Subject: NEWS(11月17日) 

Content-Type: Text/Plain 

 

今日は、獅子座流星群のピークです。夜の早い時間の関

東地方はお天気も良さそうですので、仕事をちょっと早

めに切り上げて、夜空を眺めて見るのもいいですね。 
 

 
１行目・・・ 回線の切断を指示します。 

上の例のように、そのまま記述して下さい。 
２行目・・・ メールの表題を記述します。 

「Subject: 」に続けて、適当なタイトルを付けて下さい。 
この行は省略可能ですが、ユーザが端末のメールＢＯＸからこのメールを探

す時に、表題があると便利です。 
３行目・・・ 文書の形式を示します。（必須） 

通常 text/plainを指定します。上の例のように、そのまま記述してください。 
４行目・・・ 空行。（必須） 

改行のみの行です。ヘッダと本文の境界を示します。 
５行目・・・ 本文 

これ以降が端末に表示される本文となります。表示させたい文章を記述して

下さい。 
 
上記のように記述したファイルを、拡張子を".txt"にした適当な名前（例えば"todays.txt"
など）でサーバに置き、端末からそのファイルのアドレス（ＵＲＬ）を指定してアクセスすれば、

５行目以降のメール本文「今日は、獅子座流星群の・・・」が端末に表示されます。 
 
◇漢字はシフトＪＩＳコードで記述してください。半角カナの使用はできません。 
◇改行コードはセンターが(CR)(LF)に変換するので特に注意する必要はありません。 
 
※ 通常のHTMLで記述された、拡張子".html"のファイルを用意しても、センターの処理に
より、文字のみは表示されますので非対話型（１ページもの）のホームページを作成する

のであれば、既存のＰＣなどで利用されている市販のホームページ作成ソフト等を利用し

てページを作成することも可能です。 
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2.2.2 複数のページから構成されるホームページの作成 
複数のページから構成されるホームページを作成するには、<SEL>タグ（6.3.1章参照）
を使うのが最も簡単です。 
単独のホームページを作成する場合と同様に、メール形式のテキストファイル（拡張子

".txt"）を用意し、本文の先頭に、ユーザが入力した数字に対応して表示したいホームペー
ジのアドレスを<SEL>タグを使って記述しておきます。 

 

From: //www.pdx.ne.jp/menu.txt 
Content-Type: Text/X-PmailDX 
 
<SEL=1;http://www.pdx.ne.jp/new.txt> 
<SEL=2;http://www.pdx.ne.jp/volley.txt> 
<SEL=3;http://www.pdx.ne.jp/waza1.txt> 
<SEL=4;http://www.pdx.ne.jp/s.txt> 
フィール英二の部屋へようこそ。 
選んでください。 
①新着情報 
②バレーをやろう！ 
③背中で語れ 
④Ｓの秘密 

 
 
１行目・・・ このホームページ自身のアドレスを記述します。 

これによりユーザが<SEL>で記述した以外の値を選んだときにこのページが
再度表示されます。 

２行目・・・ 文書の形式を示します。（必須） 
<SEL>タグを使用する場合は必ず Text/X-PmailDX を指定します。上の例の
ように、そのまま記述してください。 

３行目・・・ 空行。（必須） 
改行のみの行です。ヘッダと本文の境界を示します。 

４行目・・・ 本文 
<SEL>タグを使って、本文の先頭から、 
ユーザが１を選択したときに表示するホームページのアドレス。 
ユーザが２を選択したときに表示するホームページのアドレス。 
という具合に順番に書いていきます。 

８行目・・・ 表示する本文 
<SEL>タグを記述し終えた次の行からが端末に表示される本文となります。
表示させたい文章を記述して下さい。 
なお、<SEL>タグを使用した場合、本文に半角の '<' をそのまま記述するこ
とはできません。全角の'＜'を使用するか、または、半角の '<' を表示した

い場合には '<<' のように '<' を２つ続けて記述してください。詳しくは6.2
章を参照してください。 

 
 

<SEL>タグは初期の端末ではサポートされていませんでした。また、上記のように表
示したいページを選択することしか出来ません。機種を問わずにアクセス可能なページ

を作成したり、より高度な対話型のページを作成するには次の2.2.3章で述べるようにＣ
ＧＩプログラムを利用することになります。 
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2.2.3 対話型のホームページの作成 
対話型のホームページを作成するには、ＣＧＩプログラムを用意する必要があります。 
ＣＧＩプログラムでは、ユーザが入力した値を環境変数 QUERY_STRING から取り出し
（2.1章参照）、ユーザの入力に応じた処理を行った後、端末に表示するテキスト（メール形
式のテキスト）を出力します。このときのHTTPレスポンスヘッダのContent-Type:は text/plain
を出力してください。 

 
以下にＣＧＩが出力するコンテンツの例を示します。 
 

 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/shinri.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

絶体絶命のピンチです。あなたの目の前に置かれた爆弾

が今にも爆発しそうです。あなたはどうしますか？選ん

でください。 

①コードを切ってみる ②目を覚ます ③逃げる 

Content-Type: text/plain 

端末へ送信

される部分 

HTTPﾍｯﾀﾞ 

 
 
１行目・・・HTTP レベルでの文書形式の指定です。（必須） 

通常のHTMLで記述された文書では text/htmlを指定しますが、オープンネッ
トコンテンツでは text/plainを指定してください。 
この値は、センターが文書の形式を識別する為に利用されます。センターは、

この値により受信した文書に対する処理を変えています。 
text/htmlの場合、センターは受信したコンテンツに含まれるHTMLタグを削除
するなど HTML で書かれた文書をメール形式のテキストに変換して端末に送
信し、その後、端末との回線を切断します。従って、対話形式のホームページ

を作成する場合には必ず text/plainを指定する必要があります。 
２行目・・・空行（必須） 

改行のみの行です。ＨＴＴＰヘッダと本文の境界を示します。 
３行目・・・コンテンツのアドレス（通常は CGI自身のアドレス） 

対話形式のコンテンツを作成する場合、From: は必須です。 
端末は、ユーザが入力したメールを From:で指定されたアドレスに対して返信
します。From:の指定が間違っているとユーザが入力した返信文がＣＧＩに戻っ
てこないことになりますので注意してください。 

４行目・・・文書の形式を示します。（必須） 
通常 Text/Plainを指定します。 
この値は端末が文書の形式を識別する為のものです。ＰメールＤＸテキスト形

式の文書（6章参照）を出力する場合は Text/X-PmailDXを指定します。 
５行目・・・空行 

改行のみの行です。メールヘッダと本文の境界を示します。 
６行目・・・これ以降が端末に表示される本文となります。 

 
※良く質問を受けるので書いておきますが、ASPでHTTPレスポンスヘッダのContent-Typeを指定
するには、ResponseオブジェクトのContentTypeプロパティを変更する必要があります。 
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2.2.4 画像付きのホームページの作成 
コンテンツに画像を添付するには、以下の２つの方法があります。 
（ｆｅｅｌＨ”でのテキスト中への画像挿入については6.3.7章の<IMG>タグを参照ください） 
 

2.2.4.1 マルチパート形式のテキストを出力する 
画像を添付した電子メールと同様のテキストをホームページに用意（またはＣＧＩで出力）

することで、添付画像付きのコンテンツを提供できます。具体的には、 
 
• Content-Type: Multipart/Mixed形式のメールフォーマットで、第１ブロックにテキストを、
第２ブロックにBMP画像を添付します。なお、第１ブロックのテキストは必ず必要です。
テキストが必要ない場合でも、第１ブロックを作成し、ヘッダ部の記述をし本文に半角

スペース１つを記述してください。 
• BMPを添付した第２ブロックの Content-Type: はApplication/Octet-streamとし、拡張
子が".bmp"である適当なファイル名（Name=）を付与します。BMP 画像のデータは
Base64でエンコードし、７２文字毎に改行を入れてください。 

 
画像を添付したコンテンツの例） 
 

 
※１）第２ブロックの１行目でContent-Typeフィールドを記述します。 
※２）第２ブロックの２行目で Content-Transfer-Encoding フィールドを記述します。 
※ ３）データは Base64でエンコードし、７２文字毎に改行します。 

From: http://www.pdx.ne.jp/movie/ 

Subject: ポチの映画情報 

Content-Type: Multipart/Mixed;Boundary="GGC980907" 

 

--GGC980907 

Content-Type: Text/Plain; 

 

今週のお勧め映画は、構想１０年、制作１０日の超大作「月と天ぷら」。 

おねがいします。の一言で今日も残業に追われるサラリーマンＨ。そんなある日、彼の元

に１通のＤＸメールが届く、、、「月と太陽を探して」。不思議に思いながら発信者を見て彼

は愕然とした。その電話番号はサンフランシスコにいるはずのＮＪだったのだ。Ｈ”の電

波はサンフランシスコまでも届くのか？まさか、そんなはずはない。。。真相を確かめるべ

く彼は基地局探査機「見つけるくん」をリュックに入れると成田へと向かった。 

--GGC980907 

Content-Type: Application/Octet-stream;Name="moon.bmp" 

Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

Qk1+AgAAAAAAAD4AAAAoAAAARAAAADAAAAABAAEAAAAAAEACAADEDgAAxA4AAAAAAAAAAAAA 

AAAAAP///wD//gH/4x//8/AAAAD/+ORAAf/AZ/AAAAD++fwAG/+AP/AAAAD4/AC/C/+/P/AA 

AADj//D/C/+/P+AAAACP/zA+W/4/P4AAAAA/+HgeG/g/PDAAAAD/efjAI/8AIPAAAAD+9//g 

BB8AJ/AAAAD4BeP8DAOAP/AAAADAAcP/+GG+f8AAAACAAhx/wwA+fgAAAAAACAAeH+Cc8HAA 

AAAIHIAAf8+cgfAAAAAYAIEf/5+cA/AAAADCBuB/Ad8Ac/AAAACABCQQAAwA8/AAAAABGEwA 

eCRD9/AAAAAAAYAjATH/9/AAAACAz4A5gDj/5/AAAAA5/h8B+BwPz/AAAAD//Agg+BgDz/AA 

AAD/wAAAQCHxn/AAAADgDAA4B8YcP/AAAACB/MEA/4wcf/AAAAA/wHOH/5wef/AAAAD8Dj/x 

/54+f/AAAACAf5/4gB/+f/AAAAAH/5/+Ah/+dvAAAAB//8//P5/+ZPAAAAD//+P/P9/+cOAA 

AADj//AAP8/+ccAAAADB7/8AP8/+fAAAAADwxw//P+f+eAAAAADwRgA/P+P88ZAAAACAAAA/ 

P/Hwt4AAAACBEf//v/AAB4AAAAD/Af//n/gAB8AAAAD/n///mDgAB8AAAAD////wCDgAB+AA 

AAD///6AADhAB+AAAAD///iJgDAAB/AAAAD///xDyGAAD/AAAAD//Bx/zAAAA/AAAAD/wF4H 

zRwAAfAAAAD/iAAH5fwAQfAAAADgP4EP5ecAE/AAAADD/6R/5c+AB/AAAAA= 

--GGC980907-- 

（※１）→ 
（※２）→ 
 
（※３）→ 
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2.2.4.2 センターのファイル添付機能を利用する 
画像を添付するもうひとつの方法は、センターに添付処理を任せることです。 
あらかじめコンテンツと同じディレクトリに画像ファイルを用意しておき、ＷＷＷサーバが

出力するコンテンツのメールヘッダに、添付指示ヘッダとして X-PmailDX-CTRL-Append: 
行を記述します。（添付指示行は複数書くこともできます） 
センターは、メールヘッダに X-PmailDX-CTRL-Append: 行があると、そこで指定された
添付ファイルを取得し、メールに添付して端末に送信します。 
以下に、添付指示ヘッダのフォーマットを示します。 
 
＜フォーマット＞ 
X-PmailDX-CTRL-Append: Name="xxxx.aaa";Type="yyyy/zzzz" 

 

＜パラメータ＞ 

Name 添付するファイルを指定します。 

BMP 画像を添付する場合、拡張子".aaa"の部分は必ず".bmp"である必要が

あります。 

Type 添付ファイルの Content-Type を指定します。 

省略された場合、Application/Octet-stream で添付します。 

BMP 画像を添付する場合は、Application/Octet-stream を指定するか、この

パラメータを省略してください。 

 
以下に、Name および Type パラメータが添付データのヘッダにどのように反映される
のかを示します。 
 
＜メールヘッダへの記述パターン＞ 
X-PmailDX-CTRL-Append: Name="xxxx.aaa"; Type="yyyy/zzzz" 

 

 

＜センターが端末に送信する添付ファイルのヘッダパターン＞ 

--boundary 

Content-Type: yyyy/zzzz; Name="xxxx.aaa" 

Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

 

以下に、添付指示ヘッダを含んだメールの例を示します。 

X-PmailDX-CTRL-Append: Name="moon.bmp" 

From: //www.pdx.ne.jp/movie/ 

Subject: ポチの映画情報 

Content-Type: Text/Plain 

 

今週のお勧め映画は、構想１０年、制作１０日の超大作「月と天ぷら」。 

おねがいします。の一言で今日も残業に追われるサラリーマンＨ。そんなある日、彼の元

に１通のＤＸメールが届く、、、「月と太陽を探して」。不思議に思いながら発信者を見て彼

は愕然とした。その電話番号はサンフランシスコにいるはずのＮＪだったのだ。Ｈ”の電

波はサンフランシスコまでも届くのか？まさか、そんなはずはない。。。真相を確かめるべ

く彼は基地局探査機「見つけるくん」をリュックに入れると成田へと向かった。 



 

 - 12 -

2.3 サービスの終了（回線の切断） 
コンテンツを終了する時は、ＷＷＷサーバ側から切断するのが自然です。 
ＷＷＷサーバから端末の回線を切断するには、出力するコンテンツのメールヘッダ

（HTTP ヘッダではなく、メールヘッダであることに注意してください）に、回線の切断を指示
する X-PmailDX-CTRL: LineDisconnectの１行を記述したコンテンツを出力します。 
センターは、メールヘッダに回線切断指示の記述があれば、ＷＷＷサーバから出力され

たコンテンツを端末に送信した後、センターと端末との回線を切断します。 
以下に、回線切断指示を記述したコンテンツの例を示します。 
 

 
 
※ HTML ファイル（HTTPヘッダの Content-Typeが text/htmlであるドキュメント）を受信
した場合、センターは回線切断指示の有無に関わらず、コンテンツを端末に送信後、

回線を切断します。 
 
2.4 タイマ 
2.4.1 ＷＷＷサーバ応答待ちタイマ 
 センターは、このタイマの時間以内に、ＷＷＷサーバからの応答がない場合、サーバ応

答なしと判断して、ＷＷＷサーバとの接続を中止するとともに、端末にエラーの旨のメール

を送信して端末との回線を切断します。 
 
 タイマ値：  ９０秒 
 エラーメールの内容： 

 
 
 
 
 
 
2.4.2 オールオーバータイマ 

センターは端末とのやりとりが３０分以上ない場合、切り忘れ防止のために端末との回線

を自動的に切断します。したがって、例えば掲示板への書き込みなどで、ユーザが接続し

たままメールを作成し、３０分経過してしまった場合にはセンターから切断されます。 
なお、端末とのやりとりが発生する毎（ＷＷＷサーバへのアクセスが発生する毎）に、この

タイマはリセットされますので、３０分以内毎にＷＷＷサーバとのやりとりが発生している限り

このタイマにより切断されることはありません。 
 

X-PmailDX-CTRL: LineDisconnect 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi

Subject: 占い結果（９月） 

Content-Type: Text/Plain 

 

あなたの今週の運勢は、週末にかけて…

←回線切断指示 

Content-Type: Text/Plain 

 

サーバからの応答がありません。 

サービス停止中か混雑しています。
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2.5 Cookieの使用に関して 
対話形式のホームページでの返信時、端末は受信したメールに記述された From:の値を、
（返信先アドレスとして）返信するメールの To:フィールドへコピーして送信します。 
センターは、To: フィールドで指定された値をそのまま GET コマンドでＷＷＷサーバへリ
クエストするため、これを簡単なクッキィとしてコンテンツで利用することも可能です。 

 
オープンネットコンテンツでの 
 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/menu.cgi?stat=1&id=OD374 
 
の記述と、ＷＷＷブラウザ用のＨＴＭＬコンテンツでの 
 

<FORM ACTION="http://www.pdx.ne.jp/pdx/menu.cgi" METHOD="GET"> 
<INPUT TYPE="HIDDEN" NAME="stat" VALUE="1"> 
<INPUT TYPE="HIDDEN" NAME="id" VALUE="OD374"> 

 
という記述は、どちらもコンテンツアクセス時、クライアント側が 
 
 GET /PDX/MENU.CGI?stat=1&id=OD374 HTTP/1.0 
 
というコマンドを発行する点で同じです。 
 
以下に GET コマンドの例を示します。 
 
GET /pdx/menu.cgi?stat=1&id=OD374&pdxfrom=A0123456789&pdxturn=1&pdxdata=10 
%0d%0a HTTP/1.0 
 
なお、端末は基本的に To: や From: をメールアドレスフィールドとして処理しているため、
クッキィデータとして漢字を利用すると、漢字をフィルタリングしてロストする場合があります。

従って、コンテンツの From: に記述するデータに漢字を使用する場合は、あらかじめ
US-ASCIIのみからなる文字列に変換するようにお願いします。 
 
例えば、namae=彦左衛門 というクッキィデータを端末に送る場合は、 
 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/menu.cgi?namae=%95%46%8D%B6%89%71%96%E5 
 
のように非ASCII部分を「%＋コード」に置き換えるなどして、ASCII文字のみの文字列に
変換してから送ります。 

 
また、From:フィールドの長さは必ず255バイト以下としてください。これ以上のデータを送
信した場合、超過分のデータが破棄されることがあります。 

 
※ このようにURLに記述するパラメータは使用できる文字の制限が厳しいので、<SUB>タ
グ(6.3.2章参照)を利用したパラメータの受け渡しの方が簡単かも知れません。 
ただし、<SUB>タグは一部機種で利用できないという問題があります。 
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2.6 メールアドレスの通知について 
メールアドレスの登録ミスを防止する為、センターはＷＷＷサーバからの要求により、アク

セス中のユーザのＥメールアドレスを通知する機能を持ちます。 
（もちろんユーザはこれを拒否することができます） 

 
 ＷＷＷサーバからメールアドレスを要求するには、サーバが出力するコンテンツのメール

ヘッダに、 

  X-PmailDX-CTRL: NameRequest 

の１行を記述してください。 
 センターは、ＷＷＷサーバからメールアドレス通知の要求があると、メールアドレスを通知

して良いかユーザに確認し、ユーザの了承を得た場合のみアクセス中のユーザのＥメール

アドレスを通知します。通知は、次の GETコマンド発行時（これはユーザが通知の可否をセ
ンターに送信した時です）に、メールアドレス通知のパラメータ＜ｐｄｘｎａｍｅ＞を付けてアク

セスすることで行います。 
 以下に、メールアドレスを付与した GET コマンドの例を示します。 
 
＜ユーザがメールアドレス通知を許可した場合＞ 
ユーザが通知を許可した場合は pdxnameパラメータにメールアドレスが入れられます。 

 
GET /pdx/top.cgi?pdxfrom=A0123456789&pdxturn=2&pdxname=festa@pdx.ne.jp&pdx

data=1%0d%0a HTTP/1.0 

 
＜ユーザがメールアドレス通知を拒否した場合＞ 
ユーザが通知を拒否した場合は pdxnameパラメータそのものが省略されます。 

 
GET /pdx/top.cgi?pdxfrom=A0123456789&pdxturn=2&pdxdata=3%0d%0a HTTP/1.0 

 
＜メールアドレス未取得のユーザの場合＞ 
メールアドレスを持たないユーザの場合は pdxname の値に「no」が設定されます。 

 
GET /pdx/top.cgi?pdxfrom=A0123456789&pdxturn=2&pdxname=no&pdxdata=1%0d%0a HT
TP/1.0 
 
ユーザへの確認は、メールアドレス通知要求が記述されたメールを端末に送信するとき

に行われます。センターは、ＷＷＷサーバから受信したコンテンツの最後に、通知確認の

為のメッセージを付加して端末に送信します。 
 

＜確認メッセージの例＞ 

お客様のＥメールアドレスを自動的に

通知します。よろしいですか？ 
①はい 
③いいえ 
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＜メールアドレス通知のシーケンス＞ 

MAIL 

To: //www.pdx.ne.jp/join.cgi 

GET 

MAIL 
X-PmailDX-CTRL: NameRequest 

From: //www.pdx.ne.jp/join.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

会員登録を始めます。 

お客様のＥメールアドレスを通知し

てください。アドレスは公開されるこ

とはありません。 

MAIL 

1 

GET(pdxname=festa@pdx.ne.jp) 

生年月日を入力してください。 

生年月日を入力して下さい 

MAIL 

端末 センター ＷＷＷサーバ 

From: //www.pdx.ne.jp/join.cgi 

Content-Type: Text/Plain 

 

会員登録を始めます。 

お客様のＥメールアドレスを通知し

てください。アドレスは公開されるこ

とはありません。 

 

お客様のＥメールアドレスを自動的

に通知します。よろしいですか？ 

①はい 

③いいえ 

＜通知した場合＞ 

＜通知しない場合＞ 

MAIL 

3 

GET 

このサービスにはＥメールアドレ

スの登録が必要です。 

ご利用案内をご確認の上、再度

ご登録をお願いします。 

ご利用ありがとうございました。 

このサービスにはＥメールアドレ

スの登録が必要です。 

ご利用案内をご確認の上、再度

ご登録をお願いします。 

ご利用ありがとうございました。 
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2.7 HTMLで記述されたコンテンツを受信した場合 
センターは、ＷＷＷサーバから出力されたコンテンツが HTML で記述されていた場合
（ＷＷＷサーバが出力する HTTPヘッダの Content-Type:が text/htmlであった場合）、次の
処理を行った後でコンテンツを端末に送信します。 

 
以下のメールヘッダを作成します。 
１． 端末からリクエストされたアドレスを元に、From: 行を作成します。 
２． <TITLE>タグがあれば指定された文字列を Subject: 行として作成します。 
３． Content-Type: Text/Plain 行を作成します。 

 
また、メール本文には<BODY>部に記述された文字列を以下の処理をして記述します。 
１． 改行を削除します。 
２． <BR>タグを 改行 に変換します。 
３． <P>タグを 改行＋改行 に変換します。 
４． <HR>タグを 改行+"------------"＋改行 に変換します。 
５． 上記の処理を行った後、全てのタグを削除します。 

 
HTML で記述されたホームページは、端末でそれ以上の操作ができません。そのため、
センターは取得したコンテンツを端末に送信した後、端末との回線を切断します（※）。 

 
 

※ ＷＷＷサーバの設定によっては、拡張子が .txt のファイルであっても HTML ファイル

（Content-Type: text/html） として出力されるため、回線が切断されてしまうといったことがあり

ます。このような場合には AddType text/plain .txt の記述を .htaccess ファイルに追加するこ

とで解決できる場合があります。 
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3 端末の機能 
3.1 テキスト表示 

端末で使用可能な文字セットは、US-ASCII、ＪＩＳ第１・第２水準の漢字です。ＪＩＳ漢字とし
て規定された文字以外にも付録２に示す外字が使用可能です。なお、半角カナの使用は

できません。 
漢字コードはシフトＪＩＳを使用します。 
使用できる制御コードは改行のみです。改行コードは(CR)(LF)を使用します。 

 
端末の表示サイズは、Ｈ”で全角６文字×３行以上、ｆｅｅｌＨ”では全角８文字×６行以上

です。端末の表示可能文字数は増える傾向にありますが、通常の端末では横幅がとりにく

いことから、今後も横全角８文字のものが主流になると思われます。 
 
１行の文字数が端末の表示桁数を越える場合

には画面右端で折り返して表示します。例えば、

「明日は１０時半にあみん前に集合です。遅れな

いようにしてください。」という１行は右のような表

示になります。 
 
画面右端で行が終わった場合に限り、改行１つが無視されます。 

先行上映開始 

６月２７日シネマ

ポケットにて、月

と天ぷらの先行レ 

 

1行の漢字表示能力 

8文字の端末 

1行の漢字表示能力 

6文字の端末 

先行上映開始 

６月２７日シ

ネマポケット

にて、月と天 

 
 

端末は、等幅フォントの漢字を使用していますが半角文字は必ずしも全角文字の１／２

幅でなくとも良いことになっています。したがって、桁位置などの調整には全角スペースを

ご利用されることをお勧めします。 
 
3.2 画像表示 

端末が標準として扱える画像は、次の条件を満たす白黒BMPです。 
・ 画像サイズが横192×縦130ドット以下であること。 
・ ファイルサイズが3182バイト以下であること。 
・ バージョン３フォーマット（※）の白黒２値のBMPファイルで、RLE圧縮されていない
非圧縮ファイルであること。 

 
ｆｅｅｌＨ”端末が標準として扱える画像は、次の条件を満たすBMPです。 
・ 画像サイズが横192×縦130ドット以下であること。 
（192×240ドットまで扱えることを推奨しています） 
・ ファイルサイズが50kバイト以下であること。 
・ バージョン３フォーマット（※）の以下に示すＢＭＰファイルであること。 
 白黒２値のＢＭＰ 
 １６色ＢＭＰ（ＲＬＥ圧縮されていても可） 
 ２５６色ＢＭＰ（ＲＬＥ圧縮されていても可） 
 ２４ビットのフルカラーＢＭＰ（通常のフルカラーＢＭＰです） 

 

明日は１０時半に

あみん前に集合で

す。遅れないよう

にしてください。 
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※ Windows95® や Windows98® や WindowsMe® にアクセサリとして付属するペイントソフト等
で作成されるフォーマットです。 
（Windows95® およびWindows98® WindowsMe® はMicrosoft社の登録商標です） 

 
画像の表示には、ユーザの画像表示操作（付属データの閲覧）が必要です。端末の表示

装置より大きな画像は上下左右にスクロールして全体を閲覧することになります。 
 
3.3 受信可能なコンテンツサイズ 

通常の端末は、５６３２バイト以下のテキストのみのメールテキスト、または２５６０バイト以下

のテキスト＋１９２×１３０ドット以下の白黒BMPファイル（3.2章参照）が添付されたメールテ
キストを受信可能です（※） 

 
ｆｅｅｌＨ”端末は、以下の全てを満たすメールテキストであれば受信可能です。 

• メール全体のサイズが１００ｋバイト以下（※） 
• マルチパートのブロック数が２１以下（添付ファイルが２０個以下）。 
• 本文テキストや各添付ファイルが以下のサイズを満足する。 

ファイル種類 ファイルサイズ 備考 

本文テキスト 最大 20736バイト メールヘッダ含む 
ＢＭＰファイル 最大 51200バイト  

JPEGファイル 最大 20480バイト オプション機能 

feelsoundファイル 最大 61440バイト 着信音にできるのは10240バイトまで 

本文テキスト以外はバイナリ時(Base64でエンコードされる前)の値です。 
 
（※） これらの値はメールテキスト全体の総バイト数です。メールヘッダや改行なども含むことに 
注意してください。 

 
3.4 入力可能なテキストサイズ 

返信時に端末で入力可能なテキストサイズはｆｅｅｌＨ”端末も含め、２０００バイト（改行含

む）程度です。 
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4 ｆｅｅｌＨ”の拡張機能 
本章で紹介する機能は、ｆｅｅｌＨ”用に拡張された機能であり、全てのｆｅｅｌＨ”端末に実装

されています。（通常のＨ”端末にも一部機能が実装されている機種もあります） 
 
4.1 半角カナの表示 

ｆｅｅｌＨ”ではコンテンツに含まれる半角カナの表示が可能です（入力はできません）。 
ただし、半角カナを使用すると従来の機種では正しく表示されませんので、半角カナの

使用はｆｅｅｌＨ”専用コンテンツでのみご利用ください。 
 
※ｆｅｅｌＨ”機の判定は、USER-Agent の GI パラメータが 2であることで判定できます。 

 
4.2 クリッカブル機能 
4.2.1 メニュー選択 

メニュー選択機能は、丸数字「①～⑳」（SJIS 漢字コード：8740～8753）で始まる行、およ
び４桁以下の数字（半角）＋「⇒」（SJIS 漢字コード：81cb）で始まる行をメニュー行とみなし
てカーソル表示し、項目を選択することができる機能です。 

 

 

=== TOP MENU === 

 

②今日の誤字脱字 

③1999年8の月 

④正しい逃げ方 

①PHSランキング 

or 

 

=== TOP MENU === 

 

794⇒平安の歌 

1192⇒鎌倉の歌 

1789⇒薔薇の歌 

79⇒ボンベイの歌 

 
 

ユーザがカーソルを移動させ項目を選択（決定）すると、端末は、行頭の丸数字に対応

した数字、または記号「⇒」の前の数字を本文に入れたメールを返信します。 
例えば、上の左の例では「1」が、右の例では「79」が本文に入れられ送信されます。 
丸数字は①～⑳まで使用できます（付録 2参照）。 
数字＋「⇒」では 0⇒ と 00⇒ は区別されます。前者は「0」が、後者は「00」が本文に
入れられ送信されます。 

 
この機能は本来ユーザが入力して返信する部分を端末が自動的に行ってくれるもので、

<SEL>タグ機能と直接の関係はありません。しかしながらユーザが数字を入力して返信し
た時と同様に、選択された数字に応じて<SEL>タグは機能します。 

 
＜参考＞ 
メニュー選択では決定キー（「決定」「ＳＥＴ」「Ｈ”」など名称は端末により異なります）を押

して返信する必要があります。〔通話〕キーを押して返信した場合、従来のコンテンツとの互

換性上、メニュー選択は行なわれず本文が空のメールを返します。 
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4.2.2 電話番号選択 
電話番号を自動的に判定し、その電話番号へ電話したり、電話帳へ登録したりできる機

能です。なお通信中には電話をかける機能のみ動作します。 
 
＜通信中の例＞ 

 

◆シネマＰ 

鳩ぽっぽ屋上映中 

次回上映 13:20 

座席情報はこちら 

 03-2929-5858 

 

［通話］で電話を

かけます。 

 

 

 

決定 通話 
発 

呼 

 
 
＜通信中でない時＞ 

 

◆シネマＰ 

鳩ぽっぽ屋上映中 

次回上映 13:20 

座席情報はこちら 

 03-2929-5858 

 

 

電話帳へ登録 

メール送信 

戻る 

 

電話をかける 

決定 

 
 

電話番号と判定されるのは、半角の「０」で始まる１０桁以上３２桁以下の数字列、または、

「TEL:」で始まる３２桁以下の数字列です。数字列中には「－」（半角のハイフン）が現れても
構いません。 

 
 

4.2.3 メールアドレス選択 
メールアドレスを自動的に判定し、そのメールアドレスへのＥメールを作成したり、Ｅメー

ルアドレスを電話帳へ登録したりできる機能です。 
なお、この機能は通信中には働きません。 
 

 

 

メール送信 

戻る 

 

 

アドレス登録 

決定 
 

メールマガジンの 

お申し込みは  

  

までメールにて、 

お申し込み下さい 

@lovelove.ne.jp 

pdx 
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4.2.4 コンテンツアドレス選択 
コンテンツアドレス（インターネット上のホームページアドレスを含む）を自動的に判定し、

そのアドレスへアクセスしたり、そのアドレスをブックマークへ登録したりできる機能です。 
なお、通信中は選択されたアドレスへダイレクトにアクセスします。 

 
＜通信中の例＞ 

 

★☆★☆★☆★☆ 

宇宙の名前ＨＰへ 

 ☆ようこそ☆ 

   ★★ 

今月はくじら星雲 

決定 

 

○宇宙の名前 

  

    では星の

写真をたくさん用

意してみなさまの 

http://cosmo.pdx 

.ne.jp/ 
To: 

http://cosmo.

pdx.ne.jp/ 

 
 
＜通信中でない時＞ 

 

 

ﾌﾞｯｸﾏｰｸ登録 

戻る 

 

 

ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ接続 

決定 
 

○宇宙の名前 

  

    では星の

写真をたくさん用

意してみなさまの 

http://cosmo.pdx 

.ne.jp/ 

 
 

コンテンツアドレスと判定されるのは、「@」および「http://」で始まったアドレスです。 
 
 
4.3 入力モード切替 

ユーザが返信入力を開始したときの端末のキー入力モードをメールヘッダで指定する機

能です。（この指定は入力時の初期値の指定であり、入力できる文字を制限するものでは

ありません） 
以下に入力モード切替指定のヘッダフォーマットと値を示します。 
 
＜フォーマット＞ 

X-PmailDX-Input: 入力モード 
 
＜入力モードの値＞ 
「ＡＬＰＨＡ」 英字入力モード 
「ＮＵＭ」 数字入力モード 
「ＫＡＮＪＩ」 漢字入力モード 

 
 
※入力モード切替の指定がない場合、端末は数字入力モードとなります（コンテンツアクセス時） 

 

From: //www.pdx.ne.jp/it.cgi

X-PmailDX-Input: KANJI 

Content-Type: Text/Plain 

 

名前を入力して下さい。 
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4.4 画像のインライン表示 
ｆｅｅｌＨ”では添付した画像をメール本文中に挿入することができます。 
 

  

下スク

ロール 

鳩ぽっぽ屋近日公

開予定！！ 
◆シネマＰ 

鳩ぽっぽ屋近日公

開予定！！ 

 

上映予定映画館は 

開予定！！ 

上映予定映画館は 

こちら 

下スク

ロール 

上スク

ロール 

上スク

ロール 

 
 
本文中に表示できる画像サイズは横９６×縦８４ドットです。添付された画像サイズがこれ

より大きい場合は画像の左上から９６×８４ドットまでが表示されます（表示できる画像サイズ

は端末により異なりますが、どのｆｅｅｌＨ”端末でも表示できるのは横96×縦84ドット以下の画
像です）。 
画像の挿入は本文テキスト中の画像を挿入したい場所に<IMG>タグで添付されたファイ
ルのファイル名を指定することで行います（詳しくは6.3.7章参照）。挿入できる画像は、その
メール自身に添付された８個までの添付ファイルです。（これは本文中に８枚しか挿入でき

ないという意味ではありません。同じ画像を挿入するのであれば８枚以上繰り返し挿入する

ことも可能です） 

From: //www.pdx.ne.jp/movie/poppo.cgi 

Subject: 鳩ぽっぽ屋予告 

Content-Type: Multipart/Mixed;Boundary="GGC980907" 

 

--GGC980907 

Content-Type: Text/X-PmailDX 

 

◆シネマＰ 

鳩ぽっぽ屋近日公開予定！！<IMG="poppo.bmp"> 

構想１０年、制作３日の超大作。前売りのお求めは↓映画館で。 

<IMG="EIGAKAN.BMP"> 

 

--GGC980907 

Content-Type: Application/Octet-stream;Name="poppo.bmp" 

Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

Qk1+AgAAAAAAAD4AAAAoAAAARAAAADAAAAABAAEAAAAAAEACAADEDgAAxA4AAAAAAAAAAAAA 

AAAAAP///wD//gH/4x//8/AAAAD/+ORAAf/AZ/AAAAD++fwAG/+AP/AAAAD4/AC/C/+/P/AA 

BB8AJ/AAAAD4BeP8DAOAP/AAAADAAcP/+GG+f8AAAACAAhx/wwA+fgAAAAAACAAeH+Cc8HAA 

AADj//D/C/+/P+AAAACP/zA+W/4/P4AAAAA/+HgeG/g/PDAAAAD/efjAI/8AIPAAAAD+9//g 

AAD///6AADhAB+AAAAD///iJgDAAB/AAAAD///xDyGAAD/AAAAD//Bx/zAAAA/AAAAD/wF4H 

zRwAAfAAAAD/iAAH5fwAQfAAAADgP4EP5ecAE/AAAADD/6R/5c+AB/AAAAA= 

--GGC980907 

Content-Type: Application/Octet-stream;Name="EIGAKAN.BMP" 

Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

AAAIHIAAf8+cgfAAAAAYAIEf/5+cA/AAAADCBuB/Ad8Ac/AAAACABCQQAAwA8/AAAAABGEwA 

eCRD9/AAAAAAAYAjATH/9/AAAACAz4A5gDj/5/AAAAA5/h8B+BwPz/AAAAD//Agg+BgDz/AA 

AAD/wAAAQCHxn/AAAADgDAA4B8YcP/AAAACB/MEA/4wcf/AAAAA/wHOH/5wef/AAAAD8Dj/x 

AAD///6AADhAB+AAAAD///iJgDAAB/AAAAD///xDyGAAD/AAAAD//Bx/zAAAA/AAAAD/wF4H 

zRwAAfAAAAD/iAAH5fwAQfAAAADgP4EP5ecAE/AAAADD/6R/5c+AB/AAAAA= 

--GGC980907-- 
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4.5 機種通知 
ｆｅｅｌＨ”では大画面ＬＣＤを搭載した機種やＪＰＥＧ画像をサポートした機種など、機種を

見分けることで提供可能なコンテンツがさらに広がります。 
コンテンツサーバーが出力するコンテンツのメールヘッダに 
 

X-PmailDX-INFO-REQ: MODEL 
 
の１行を記述して送信すると、ｆｅｅｌＨ”端末は次の返信時（コンテンツサーバーへのリクエ

スト時）に＜pdxMODEL＞というパラメータで機種名を通知します。これを環境変数 QUER
Y_STRING から読み出すことでアクセスしているｆｅｅｌＨ”の機種を知ることができます。 

 
機種名のフォーマットは、 
 
 機種名(メーカー名)［コメント］ ※コメントは省略可 
 
です。例えば三洋電機製 Ｊ９０ の場合は、RZ-J90(SANYO) となっています。 
端末は新しいものがどんどん出てくるため本仕様書ではこれ以上記載しませんが、機種

名、メーカー名共に一目瞭然のものを使用していますのでパンフレットなどを参考に受信し

た機種がどの端末に当たるのかご推察ください。 
なお、非ｆｅｅｌＨ”端末に本リクエストを送った場合には＜ｐｄｘMODEL＞パラメータそのも
のが通知されません。 

※本リクエストはファイル添付指示（X-PmailDX-CTRL-Append）との併用はできません。 
 

4.6 フレーム画像との合成 
フレーム画像とは、ファイル名の拡張子が '.flm' である、256色のBMPファイルのことです。
端末は、拡張子が '.flm' であるBMPファイルをフレーム画像と認識し、他のＢＭＰ画像と合
成することができます。合成するために、白色のドット（ＲＧＢが 255,255,255のパレットを参
照するドット）を透明色として扱います。 
合成される画像はＴｒｅｖａ等で撮影された96×72ドットの画像です。 
したがって、フレームの下１２ライン分は画像が合成されないことになります。 
 

4.7 準動画の再生 
準動画は、メールに添付された８枚までのBMP画像を、最大２ｆｐｓ（フレーム／秒）で切り
替えながら表示することでアニメーションさせる機能です。画像の切り替え間隔は0.5秒から
60.0秒まで0.5秒単位で指定可能です。 
添付方法は5.5章を参照してください。 

 
4.8 ｆｅｅｌｓｏｕｎｄの再生 

ｆｅｅｌｓｏｕｎｄはｆｅｅｌＨ”でサポートする「リアルサンプリングPCM音源100音色12和音」に対
応した音楽再生機能です。フォーマットは非公開のため、オープンネットコンテンツで利用

する場合は、市販のMIDI作成ソフトで(ch1,2,3,4,10のみ使用して)曲を作成し、SMF：
Format0で保存したファイルをDDIポケットのホームページ（http://www.ddipocket.co.jp/）で
公開されている「feelsound converter」（Windows用）で変換して利用します。 
端末で再生可能なファイルサイズは60kバイトまでですが、着信音として設定できるのは

10kバイトまでです。 
添付方法は5.6章を御参照ください。 
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4.9 ビジュアルサウンド（※）の再生 
制御ファイルによってｆｅｅｌｓｏｕｎｄを再生させながら、テキストや画像を同期させながら再

生できる機能です（ｆｅｅｌｓｏｕｎｄなしのテキストと画像のみ同期させたビジュアルサウンドファ

イルを作成することも可能です）。 
ビジュアルサウンドには現在、プロモーションファイルとカラオケファイルの２種類が定義

されています。 
いずれも、ｆｅｅｌｓｏｕｎｄを再生しながら画像と全角８文字のテロップを表示させることができ

ます。画像やテロップは最速で0.5秒毎に切り替えることが可能です。また、ｆｅｅｌｓｏｕｎｄを再
生させたまま画像やテロップの表示を中断し、テキスト本文を表示させることも可能です。 
添付方法や制御ファイルの記述方法は5.7章を参照してください。 

 
※当初、この機能は開発者の間で MIDI あみックスなどと呼ばれていましたが正式な名称は特に
ありません。本仕様書ではホームページでの表現に従いビジュアルサウンドと表記しています。 

 
4.9.1 プロモーションファイル 

プロモーションファイルは、新曲の宣伝などに使われることを想定したファイル形式です。 
 
種類 分量 バイト数 
テキスト １０００文字 ２Ｋ 
制御ファイル 約３０秒分 ２Ｋ 
画像 ８枚 ６４Ｋ（ﾊﾞｲﾅﾘ時） 
ＭＩＤＩ 約３０秒分 ５Ｋ（ﾊﾞｲﾅﾘ時）※ 

※）プロモーションファイルでは最大10KBのfeelsoundファイルを添付可能です。 
その場合メール全体が100KB以下になるように他のデータを削る必要があります。 

 
 
4.9.2 カラオケファイル 

カラオケファイルは、文字通りカラオケできるｆｅｅｌＨ”を想定したファイル形式です。 
１曲全部を再生するに十分なfeelsound領域を持つのが特徴です。 
 
種類 分量 バイト数 
テキスト １０００文字 ２Ｋ 
制御ファイル 約３００秒分 １５Ｋ 
画像 １枚 ８Ｋ（ﾊﾞｲﾅﾘ時） 
ＭＩＤＩ 約３００秒分 ５０Ｋ（ﾊﾞｲﾅﾘ時）※ 

※）カラオケファイルでは最大60KB（約360秒分）のfeelsoundファイルを添付可能です。 
その場合メール全体が100KB以下になるように他のデータを削る必要があります。 
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5 添付ファイル 
本章ではオープンネットコンテンツで使用可能な添付ファイルについて記述します。 
これらの添付ファイルのうち手書きメモ（白黒２値のBMPファイル）を除き、全て端末への
搭載がオプション扱いとなっています。ただし、ｆｅｅｌＨ”で標準サポートされている添付ファ

イルについては（ｆｅｅｌＨ”標準）と明記しています。 
コンテンツにBMPファイルなどバイナリデータを添付する場合は、Base64でエンコードし
て第２ブロック以降に添付してください。なお、添付データは72 (or 68 or 76)文字毎に改行
してください。 

 
5.1 手書きメモ 

唯一標準として利用可能な添付ファイルです。 
実体は、MS-BMPフォーマット、白黒２値のBMPファイルです。192×130ドット以下の画
像を表示することができます。 

 
5.1.1 作成方法 

全ての端末が表示できるBMPファイルは、BMPバージョン３フォーマットで記述された白
黒２値のファイルです。（RLE圧縮されたものは表示できません） 

 
互換性のあるBMPファイルの作成する場合、通常、上記条件を満たしていれば特に注意
しなくても大丈夫ですが、正確には以下の条件も満たす必要があります。 

 
・ BITMAPINFOHEADERのbiCompressionフィールド以下を省略しないこと。また、デフ
ォルトは０を設定すること。 
・ ビットマップの幅（biWidth）及び高さ（biHight）の指定に負の値を指定しないこと。
（従ってビットマップデータはBottom-Upとなる） 
・ 手書きメモ画像のRGBQUAD（パレット情報のフィールド）は０が黒、１が白となるように
設定すること。 

 
5.1.2 添付方法 

Multipart/Mixed形式のメールの第２ブロックに添付します。 
 
＜Content-Type＞ タイプ／サブタイプ Application/Octet-stream 

ファイル名  Name=”ファイル名.bmp” 
 
＜記述例＞ 
--123 

Content-Type: Application/Octet-stream;Name=”本社地図.bmp” 
Content-Transfer-encoding: Base64 

 

BQH/////////wMAbAldURGCQI/GDODGH/PotA//A600zAAC0SAKray4BQBpEOyW5vgEpAAAA 

AABjAAAAAADNcmEAAAAAAAAARagACAfenRir////8FAA////wMAiNIChiGQAYumikA17AM1y 

YgAAAAAAAAAoChaOsAAAAAkAAAB+FgAAAwAAAFcAbwByAGQARABvAGMAdQBtAGUAbgB0AAAA 

AAAAAAAA5AsAAAAAAirisAAACwAAA16BkSAyAbKSaYAADNclokIAAaAAIBAQAAAP//////// 

AQAAAAMAlydiaAhASARAGQAAADcAAAAAAM1yXwAAAAAoAAAAAAAAC4QAAACAAAAABQ== 

--123-- 
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5.2 １／６画像 
端末は 192×130 ドットの手書きメモ１枚を受信可能ですが、この１枚の手書きメモを以下
に示すように、仮想的に 96×43ドットの 6画像と見なし、ユーザに６枚のBMP（手書きメモ）
として見せるようにしたものが１／６画像です。ユーザは端末を操作して、96×43 ドットの 6
枚の画像を一枚ずつ閲覧することができます。 

 

（１／６） 

１番目の表示 

（２／６） 

２番目の表示 

（３／６） 

３番目の表示 

（４／６） 

４番目の表示 

（５／６） 

５番目の表示 

（６／６） 

６番目の表示 

96 96 

192 

4 
3 

4 
3 

4 
3 

1
2
9 

1dot余り 

 
 
5.2.1 作成方法 
 １／６画像のデータは１枚の 192×130ドットのBMPデータと同じです。これを１／６画像と
認識させるために、メールヘッダに１／６画像識別子を記述します。 
端末は、１／６画像であることを、１／６画像識別子と、画像サイズが192×130ドットである
ことで判定します。条件を満たしていない場合には通常の１枚のBMP画像として扱われま
す。また、１／６画像に対応していない端末でも、同様に１枚のBMP画像として扱われま
す。 
 

5.2.2 添付方法 
 
＜1/6画像識別子＞ 

X-PmailDX-Info: DIV6 
 
 ＜記述例＞ 

--Boundary 

Content-type: Application/Octet-stream;Name=”本社全図.bmp” 
Content-Transfer-Encoding: Base64 

X-PmailDX-Info: DIV6 

 

BQH//////////wMAAAAGCQIAAAAAAMAAAAAAAABGAAAAAAC0SBUkub4BQBpEOyW5vgEpAAAA 

AABjAAAAAADNcmEAAAAAAAAADgACAf////8FAAAA/////wMAAABjAAAAGQAAAHkAAAAAAM1y 

YgAAAAAAAAAoAAAAAAAAAAkAAAB+FgAAAwAAAFcAbwByAGQARABvAGMAdQBtAGUAbgB0AAAA 

AAAAAAAA5AsAAAAAAAADAAAACwAAABkAAAAhAAAAAADNcl4AAAAaAAIBAQAAAP////////// 

AQAAAAMAAAAhAAAAGQAAADcAAAAAAM1yXwAAAAAAAAAoAAAAAAAAAC4QAAACAAAABQ== 

--Boundary-- 
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＜オートスライド表示について＞ 
端末によっては、表示中の１／６画像を自動的に切り替えてスライド表示させることができ

る機種もあります。これは簡単なアニメーションを実現する機能です。（ｆｅｅｌＨ”でのアニ

メーションはもっと別の方法を使っています。5.5章を御参照ください） 
１／６画像をオートスライドさせるには、１／６画像のヘッダに加えて、 
 

X-PmailDX-CBMP: PAGE=6; SLIDE(96,43)=n 
 
の１行を追加します。値 n （２≦ｎ≦６）はスライドさせる画像の枚数です。 
例えば、この値が３であった場合には、①→②→③→①→②→③→①→、、、といったよ

うに３コマ目までを繰り返し表示します。 
 

--my_boundary 

Content-type: Application/Octet-stream;Name=”abcdef.bmp” 
Content-Transfer-Encoding: Base64 

X-PmailDX-Info: DIV6 

X-PmailDX-CBMP: PAGE=6;SLIDE(96,43)=3 

 

Wed/AABjAAAAAADNcmEAAAAAAAAADgACAf////8FAAAA/////wMAAABjAAAAGQAAAHkAAAAA 

DNcmEAcSFefcEWVCNVcdcasf+eeffQasFAF223rWDDDWQ3fdffdfwe3fgfggAHHjGCecFEa5 

AseeeeEWDFEf//FEFfFGfaef+frrgawegGREG//////sdd//////////aaaadddfegrgttse 

AiuAdFFFiGuStgrweaIJFVROWdEofdjFEFJefjpwREJGFGerFFJEF+PggJFEFgkworgkEOGF 

： 

: 
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5.3 カラーＢＭＰ（ｆｅｅｌＨ”標準） 
ｆｅｅｌＨ”ではカラーの BMP ファイルも表示可能です。 
実体は、MS-BMP フォーマットの BMP です。192×130 ドット（一部機種では 192×240
ドット）以下の画像を表示することができます。 

 
5.3.1 作成方法 

ｆｅｅｌＨ”端末は、 
・フルカラー（２４ビットのもの－通常のフルカラーＢＭＰです） 
・２５６色（ＲＬＥ圧縮されていても可） 
・１６色（ＲＬＥ圧縮されていても可） 

いずれのフォーマットもサポートします。 
現行のｆｅｅｌＨ”端末の液晶は２５６色（R:3bit,G:3bit,B2bit－※）なので、１６色または２５６
色のBMPの使用を推奨します。 
画像サイズ 192×130 ドット以下、ファイルサイズ 50Kバイト以下で作成してください。 
画像は<IMG>タグによりテキストと混在させることも可能です。なお、この時、どの端末で
も画像が画面に納まるようにするには横 96×縦 84 ドット以下で作成してください。 

 
※端末に表示させる 256色画像のパレットは、 

R 16 48 80 112 144 176 208 240 

G 16 48 80 112 144 176 208 240 

B 32 96 160 224 

で作成すると無難です。 
 
5.3.2 添付方法 

Multipart/Mixed形式のメールの第２ブロック以降に添付します。 
 
＜Content-Type＞ タイプ／サブタイプ Application/Octet-stream 
    (Image/Bmpでも可) 

ファイル名  Name=”ファイル名.bmp” 
 
＜記述例＞ 
--123 

Content-Type: Application/Octet-stream;Name=”本社地図.bmp” 
Content-Transfer-encoding: Base64 

 

BQH//////////wMAAAAGCQIAAAAAAMAAAAAAAABGAAAAAAC0SBUkub4BQBpEOyW5vgEpAAAA 

AABjAAAAAADNcmEAAAAAAAAADgACAf////8FAAAA/////wMAAABjAAAAGQAAAHkAAAAAAM1y 

YgAAAAAAAAAoAAAAAAAAAAkAAAB+FgAAAwAAAFcAbwByAGQARABvAGMAdQBtAGUAbgB0AAAA 

AAAAAAAA5AsAAAAAAAADAAAACwAAABkAAAAhAAAAAADNcl4AAAAaAAIBAQAAAP////////// 

AQAAAAMAAAAhAAAAGQAAADcAAAAAAM1yXwAAAAAAAAAoAAAAAAAAAC4QAAACAAAABQ== 

--123-- 
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5.4 ＪＰＥＧ画像 
フルカラー画像の圧縮フォーマットとしては JPEG も規定しています。 
ただし、ｆｅｅｌＨ”端末での搭載はオプションとされています。 

 
5.4.1 作成方法 

JPEG 対応端末では、ＪＰＥＧのファイルフォーマットとして広く利用されている、ＪＦＩＦ 
ver1.02準拠の JPEGファイルの閲覧ができます。 
ただし、扱えるサイズやフォーマット形式に以下の制限があります。 

 
• 画像サイズ・・・・・・・１９２×２４０ドット以下 
• ファイルサイズ・・・・20KB以下（ただし、ビジュアルホンでは10KB以下） 
• コンポーネント・・・・ ＹＣｂＣｒ（カラー） 

Ｙ（グレイスケール）→ただしビジュアルホンは未対応 
• サブサンプリング・・４：４：４ or ４：２：２ or ４：２：０（４：１：１） 

 
※上記以外はＪＦＩＦベースライン準拠です。 
簡単に言えば、画像サイズやファイルサイズ以外は普通のＪＰＥＧだと考えてください。 

 
5.4.2 添付方法 

Multipart/Mixed形式のメールの第２ブロック以降に添付します。 
 
画像が添付されたブロックのヘッダに記述する Content-‐Type は、Image/Jpeg とし、拡
張子が“jpg”であるファイル名を付与します。 

 
 メール添付時のヘッダ情報を以下に示めします。 
 
＜Content-Type＞ タイプ／サブタイプ Image/Jpeg 

ファイル名  Name=”ファイル名.jpg” 
 
＜記述例＞ 
--boundary 

Content-Type: Image/Jpeg;Name=”sample.jpg” 
Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

eed/AABjAAAAAADNcmEAAAAAAAAADgACAf////8FAAAA/////wMAAABjAAAAGQAAAHkAAAAA 

qNcmEAcSFefcEWVCNVcdcasf+eeffQasFAF223rWDDDWQ3fdffdfwe3fgfggAHHjGCecFEa5 

//EIFjoEJfPjJFjuGFPRJUFOGjjjfjfJFJgfRGjRO//////asfefejfWFOJGEJjfjFEEFIoi 

67JsdWd4efj39KGFROGKkfoeKF3LkedkforkwOKEFfjffeFO///eroEr/OassdeqEFjfEeiO 

： 

： 
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5.5 準動画（ｆｅｅｌＨ”標準） 
ｆｅｅｌＨ”端末では、最大２ｆｐｓ（フレーム／秒）の準動画再生が可能です。 
準動画は、メールに添付された複数の画像を、指定された時間間隔（0.5秒単位）で切り
替えて表示するものです。最後まで表示すると１枚目の画像に戻り再生を繰り返します。 

 
5.5.1 作成方法 

準動画１枚の標準サイズは96×72です。準動画は96×72ドット以下で、全てのコマを同
じサイズ（ドット数）の画像で作成してください。画像１枚は８ｋバイト以下、コマ数は８枚まで

で作成します。 
準動画を構成する画像ファイルは、マルチパートメールの第２ブロック以降に連続して添

付されていなければなりません。また、添付された画像が準動画であることがわかるように、

画像が添付された最初のブロックのヘッダ部に、アニメーションヘッダ行を記述します。 
 
5.5.2 添付方法 

準動画の添付方法は通常のカラーBMPと同様です。 
ただし、準動画の１コマ目の添付ファイルヘッダに以下に示すアニメーションヘッダ行を

追加します。（コマ毎ではなく１コマ目のみであることに注意してください） 
 
＜フォーマット＞ 

X-PmailDX-Animation: Page=m; Wait=t1; Loop=t2 
 
例： ６枚の画像を0.5秒単位に切り替えるとき 

X-PmailDX-Animation: Page=6; Wait=0.5; Loop=0.5 
 
＜パラメータ＞ 
 ｍ： アニメーションの総コマ数 
端末は、準動画ヘッダの付いたブロックを先頭に、連続したｍ個のブロックに添

付された画像を、１つの準動画を構成する一連の画像と認識します。この値は

必須であり、省略された場合、アニメーションヘッダそのものが無効となります。 
 

ｔ１： 画像切替時間 

次の画像ファイルを表示するまでの待ち時間です。単位は秒です。 

指定可能な値は、0.5～60.0で0.5秒単位で指定できます。 

 

ｔ２： ループ時の画像切替時間 

準動画では画像ファイルを順次最後まで表示したら必ず、また１枚目の画

像から繰り返し表示します。この時、最後の画像表示から１枚目の画像表

示へ切り替える時間をｔ２パラメータで指定します。 

この値が省略された場合は、ｔ２＝ｔ１です。 

取りうる値はｔ１と同じです。 
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5.6 ｆｅｅｌｓｏｕｎｄ（ｆｅｅｌＨ”標準） 
ｆｅｅｌＨ”では 100音色（99種の楽器＋パーカッション）の PCM音源を内蔵し、同時発音
数 5音色 12和音を実現しています。フォーマットは独自フォーマット（非公開）です。作成
には別配布の feelsound converter（Windows用）が必要となります。 

 
5.6.1 作成方法 

市販のMIDI作成ソフトで作成したMIDIファイルを SMF Format 0形式で保存し、ＤＤＩ
ポケットのホームページ（http://www.ddipocket.co.jp/）で公開される feelsound converter で
変換します。 
端末が再生可能なデータサイズは60Kバイトです。曲データにもよりますが、１分あたり

10Kバイト程度として約６分の曲の再生が可能です。なお、着信音に設定可能なサイズは
10Kバイトまでとなります。 

 
5.6.2 添付方法 

Multipart/Mixed形式のメールの第２ブロック以降に添付します。 
 
＜Content-Type＞ タイプ／サブタイプ Audio/X-PdxMidi 

ファイル名  Name=”ファイル名.dxm” 
 
＜記述例＞ 
--boundary 

Content-Type: Audio/X-PdxMidi;Name=”yellow_five.dxm” 
Content-Transfer-encoding: Base64 

 

YgAAAAAAAAAoAAAAAAAAAAkAAAB+FgAAAwAAAFcAbwByAGQARABvAGMAdQBtAGUAbgB0AAAA 

AAAAAAAA5AsAAAAAAAADAAAACwAAABkAAAAhAAAAAADNcl4AAAAaAAIBAQAAAP////////// 

AQAAAAMAAAAhAAAAGQAAADcAAAAAAM1yXwAAAAAAAAAoAAAAAAAAAC4QAAACAAAABQ== 

--boundary-- 
 
 
5.7 ビジュアルサウンド（ｆｅｅｌＨ”標準） 

ビジュアルサウンドとは、ｆｅｅｌｓｏｕｎｄを再生しながら制御ファイルで指定された画像やテ

ロップ（8文字以内）を 0.5秒毎に切り替えながら表示することができる機能です。 
通常のメール同様にメールの第１ブロックにはユーザが閲覧可能なテキスト（2048 バイト
以下）を記述することができます。 
ビジュアルサウンドにはプロモーションファイルとカラオケファイルの２種類が定義されて

います（4.9章参照）。 
 
5.7.1 作成方法 

ビジュアルサウンドでは、ビジュアルサウンドに必要な一連の添付ファイルとそれを制御

する制御ファイルから構成されます。 
制御ファイルはテキスト形式（ＰメールＤＸテキスト）で記述されているデータで、データの

１行目に必ず、ビジュアルサウンド形式のタイプ、画像の枚数およびサウンドファイルの有

無が指定されます。 
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＜本文１行目のフォーマット＞ 
 

Type=ビジュアルサウンドタイプ; Image=画像枚数; Sound=feelsoundの有無 
 

Type ： Promotion または Karaoke 
Image ： 画像ファイルは最大で８枚です。 
Sound ： １＝ｆｅｅｌｓｏｕｎｄ有り、０＝ｆｅｅｌｓｏｕｎｄ無し。 

 
＜例＞プロモーション用のファイルで、画像８枚、サウンド有りの場合 

 
Type=Promotion; Image=8; Sound=1 

 
制御ファイルの本文２行目以降には、サウンドの再生時間に沿って表示する画像と文字

列の指定が１行ずつ記述されます。 
各行（レコード）の先頭にはサウンドの再生開始時からの経過時間（この値は0.5秒の解
像度です）と、該当時間経過後に表示する画像の指定と、画像の下に表示する全角８文字

以内の文字列から成ります。 
 
＜レコードのフォーマット＞ 
 
 経過時間,画像フレーム,表示テキスト 

 
経過時間は 0.0(000.0)～999.5までの値で、ピリオドを必ず含み小数点以下１桁まで記述
します。小数点以下１桁がとりうる値は0または5です。カンマで区切って、表示画像の指定
が続きます。画像は 0および 1～8までの値で制御ファイル以降のブロックの相対位置を示
します。例えばこの値が１であった場合には制御ファイルの次のブロックに添付された画像

を表示することになります。0が指定された場合には画像を消去し表示しません。 
画像の指定後カンマで区切って画面下に表示する文字列が行末まで続きます。文字列

は、必ずＰメールＤＸテキストである必要があります。＜Ｃ＞（色指定）タグと＜＃＞タグ（絵

文字）が利用できます。 
 
＜例＞ 

  000.0,1,鳩ポッポ屋(予告) 

  001.0,2,－それは1999年－ 

  003.0,2,大統領の一言から 

  005.0,2, 始まった－－ 

  007.0,1,  

  007.5,3,迫り来る最終戦争 

010.0,1, 

010.5,4,止められるのは… 

  012.5,5, 

  013.0,6, 

  013.5,7, 

  014.0,8, 鳩ポッポ屋 

  016.0,,<C=FF0000>Coming Soon! 

  016.5,,<C=FF8080>Coming Soon! 

  017.0,,<C=FFFFFF>Coming Soon! 

  018.0,, 
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なお、0.0秒後のレコードは必ず指定してください。省略できません。 
空行（改行のみの行）または行頭が「；」セミコロンで始まる行はコメント行とみなし、端末

はその行を読み飛ばします。 
レコードは、必ず経過時間順に並べてください。 
また、レコードの経過時間以外のパラメータは省略可能です。省略された場合は表示を

更新しないで直前の表示を維持します。 
 
 

5.7.2 添付方法 
Multipart/Mixed形式のメールの第２ブロック以降に添付します。 
制御ファイルはテキストなので添付時 Base64でのエンコードは行ないません。 
（画像やｆｅｅｌｓｏｕｎｄデータは Base64でエンコードする必要があります） 
 
データファイルを添付する場合は制御ファイルの次のブロックから、 
 

制御ファイル 
↓ 
画像ファイル 
（複数あったら複数） 
↓ 

ｆｅｅｌｓｏｕｎｄファイル 
 
の順に添付します。 
 
＜Content-Type＞ タイプ／サブタイプ X-PmailDX/X-MMCTRL 

ファイル名  Name=”mmctrl.dat” 
※ファイル名が固定であることに注意してください 

 
＜記述例＞ 
--Boundary 

Content-Type: X-PmailDX/X-MMCTRL; Name="mmctrl.dat" 

 

Type=Promotion; Image=8; Sound=1 

000.0,1,鳩ポッポ屋(予告) 

001.0,2,－それは1999年－ 

003.0,2,大統領の一言から 

      ： 

      ： 

--Boundary 

Content-Type: Application/Octet-stream; Name="pic_1.bmp" 

Content-Transfer-Encoding: Base64 

 

AOgDwQkAAAEA6QMoAAAAYBgAAOAQAAAgEAAAiBgAAAUAAAAKAAAAAAAAAAsAAAABAAIAAA8A 

8gMsAwAALwDIDwwAAAAwANIPBAAAAAEAAAAPANUHYAIAAAAAtw9EAAAAVABpAG0AZQBzAgBl 

       ： 

         ： 
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6 ＰメールＤＸテキスト 
 ＰメールＤＸテキストとは、半角の「<」と「>」により囲まれた文字列（以下「タグ」と呼びます）
によって、文字の修飾や端末への動作指示を文書中に挿入することを可能としたテキスト

形式です。 
 端末は、少なくとも以下の２つの機能を必ず搭載しています。 
 

• ＰメールＤＸテキストを識別する機能 
• 端末がサポートしていないタグは削除してメール本文のみを表示する機能 

 
 したがって、従来機種が、サポートしていない新しいタグが記述されたメールを受信しても

テキスト本文は問題なく表示されます。 
 

各タグのサポート状況は端末により異なります。タグには表示を制御するタグや返信動作

を制御するタグなどがありますが、返信動作を制御するタグ、具体的には＜ＳＵＢ＞タグや

＜ＳＥＬ＞タグを利用したコンテンツは、非対応端末でアクセスした場合、サービスの利用に

支障が生じるため、利用端末を限定したサービスにしか使用できません。 
 
＜ＳＥＬ＞タグは非常に有効なタグですのでこれは悩ましい問題です。実際のところセンターが開

設された平成１０年１２月以降に発売された機種は全て＜ＳＥＬ＞タグ<SUB>タグを処理できます。 
これは全てのＨ”とｆｅｅｌＨ”、および多くのＰメールＤＸ対応ＰＨＳで利用可能であるということです。 

 
6.1 ＰメールＤＸテキストの識別 

メールの文書が（装飾のない）通常のテキストか、タグが含まれたＰメールＤＸテキストであ

るかはメールヘッダ（マルチパート形式メールの場合は第１ブロック内のヘッダ）に記述され

た Content-Typeが Text/Plainであるか Text/X-PmailDXであるかで区別されます。 
ＰメールＤＸテキストの、Content-Type: は Text/X-PmailDXです。 
 

 
 
 

Content-Type: Text/X-PmailDX 
 
<#HEART>ルナティックガーデンの歩き方
今週は、神谷町にオープンした、技術者の

ためのテーマパーク型観察ドームについて

紹介します。 
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6.2 タグの文法 
タグは<文字列>のように、文字列を半角の「<」と「>」で囲んだものです。 
タグには以下の4つの形式があります。 

 
1．引数を持たないもの 

<TAG>の形式のタグ。 
2．引数を持つもの 

<TAG=引数>の形式のタグ。 
タグの名前と引数が「=」で区切って表されます。 
「；」で区切ることで複数の引数を記述できるものもあります。 

3．先頭が「/」で始まるもの 
</TAG>のようにタグの先頭に「/」を付けて表されます。 
</TAG>は、<TAG>文字列</TAG>のように使用され、<TAG>で指定された修飾を解
除する機能を持ちます。 

4．先頭が「’」で始まるもの 
<’文字列>形式のタグ。これはコメント用で、特に機能は持ちません 

 
タグの表記には次のような規則があります。 
 

• タグは大文字で記述する（ただし、タグの引数中に小文字を使用することはあります）。 
• タグの文字列中に「<」及び「>」を含めることはできません。 
• １つのタグは 255バイト（<>を含む）以内で１行で記述します。 
• 文章中の半角の「<」は半角の「<」１つを付加して区別します。 
画面に表示する文字としての半角の「<」はタグの開始を示す半角の「<」と区別する為、
「<<」と記述します。 
 
例えば通常のテキストで書かれた、 
 
  入力をファイルから得るには‘<’記号を用い、 
  数値を左にシフトするには‘<<’記号を用います。 
 
といった文章は、ＰメールＤＸテキストでは、 
 
  入力をファイルから得るには‘<<’記号を用い、 
  数値を左にシフトするには‘<<<<’記号を用います。 
 
となります。 
タグを使用したテキストで最も面倒なのがこの処理です。 
これを回避する最も簡単な方法は、ＰメールＤＸテキスト形式で本文を記述する場合、

半角の「<」を一切使用しないことです。 
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6.3 タグの仕様 
6.3.1 <SEL>タグ 

文法： 
 <SEL＝キー;アドレス> 
意味： 
 アドレス選択タグ 
動作： 
 「キー」で指定された入力があった場合、「アドレス」部で指定されたアドレスのコンテン

ツへアクセスします。 
搭載： 
 このタグは全てのＨ”、ｆｅｅｌＨ”および一部のＰメールＤＸ対応機に搭載されています。 
備考： 
 このタグは本文の先頭（端末に表示される文章より前）に置く必要があります。 
 「キー」の値は 0～99の１桁又は２桁の数字です。 
 「キー」で指定された以外の入力の場合は、通常通りコンテンツに記述された From：の
アドレスへアクセスします。 
 なお、ユーザにより入力された値は、通常通りメール本文にも入れられます。 
 
＜例＞ 

 
 

※ このタグを利用することでＣＧＩを使わずに複数のページから構成されるコンテンツを
提供することが可能です。 

 
6.3.2 <SUB>タグ 

文法： 
 <SUB＝文字列> 
意味： 
 サブジェクト指定タグ 
搭載： 
 このタグは全てのＨ”、ｆｅｅｌＨ”および一部のＰメールＤＸ対応機に搭載されています。 
動作： 
 メール返信時、引数で指定された文字列を Subject:フィールドに入れて送信します。 
備考： 
このタグは本文の先頭（端末に表示される文章より前）に置く必要があります。 
なお、文字列中に半角の '>' を含めることはできません。 

From: //www.pdx.ne.jp/pdx/menu.txt 
Content-Type: Text/X-PmailDX 
 
<SEL=1;//www.pdx.ne.jp/pdx/tenkiyohou.txt>
<SEL=2;//www.pdx.ne.jp/pdx/uranai.cgi> 
<SEL=18;//www.pdx.ne.jp/pdx/news.txt> 
アクセスしたいサービスを選んで下さい。 

①天気予報 

②今日の占い 

⑱ニュース速報 
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6.3.3 <#>タグ （絵文字タグ） 
文法： 
 <#文字列> 
動作： 
 指定された絵文字を全角で表示します。 
搭載： 
 このタグは全てのＨ”、ｆｅｅｌＨ”および一部のＰメールＤＸ対応機に搭載されています。 
 搭載されている絵文字の種類は機種により異なります。Ｈ”ではレベル１まで、ｆｅｅｌＨ”

ではレベル３まで標準で対応しています。 
備考： 
 #で始まるタグは全て絵文字を表します。付録１に絵文字の一覧を示します。 
 

6.3.4 <C>タグ 
文法： 
 <Ｃ=ＸＸＹＹＺＺ> 
 </C> 
意味： 
 カラー指定（色指定） 
動作： 
 <C=XXYYZZ>タグ以降の文字を XXYYZZで指定された色で表示します。色の指定
はＲＧＢの順で１６進表記です（XX=赤、YY=緑、ZZ=青）。</C>タグはタグ以降の文字
をデフォルトの色で表示する指定です。 
搭載： 
 このタグは全てのｆｅｅｌＨ”端末に搭載されています。 
備考： 
 <C>タグは単独で使用でき、必ずしも</C>とペアで使用する必要はありません。 
 
例：<C=FFFF00>黄色の文字<C=0000FF>青色の文字</C> 

 
※指定された色を表示できない場合、端末は表示可能な近い色で代用します。 

 
6.3.5 <BODY>タグ 

文法： 
 <BODY＝XXYYZZ; BG=XXYYZZ> 
意味： 
 デフォルトの文字色； 背景色 
動作： 
 デフォルトの文字色（<C>タグで文字色が指定されていない文字の色）の指定を行い
ます。BGは背景色の指定です。XXYYZZの値は<C>タグを参照してください。 
搭載： 
 このタグは全てのｆｅｅｌＨ”端末に搭載されています。 
備考： 
 このタグは本文（表示される文章）より前に置く必要があります。 
 ただし、＜ＳＥＬ＞＜ＳＵＢ＞タグより後ろに置きます。 
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X-PmailDX-CTRL-Append: Name="colorbar.bmp" 
X-PmailDX-CTRL-Append: Name="logo/feelh.bmp" 
From: //www.pdx.ne.jp/feelh/news-flash.txt 
Content-Type: Text/X-PmailDX 
 
<IMG="colorbar.bmp"> 
feelH" NEWS 
<IMG="colorbar.bmp"> 
ｆｅｅｌＨ”の新しいロゴが決まりました。 
<IMG="feelh.bmp"> 
同時に、ｆｅｅｌＨ”のイメージキャラクターには洗練された感覚を持ちあわせ

6.3.6 <BL>タグ 
文法： 
 <BL>文字列</BL> 
意味： 
 ブリンク（点滅） 
動作： 
 タグで指定された部分をブリンク（点滅）表示させる。 
搭載： 
 このタグは一部のｆｅｅｌＨ”端末に搭載されています。 

 
6.3.7 <IMG>タグ 

文法： 
<IMG＝”ファイルネーム”; コマ数> 
  （ファイル名は必ず””で囲みます） 

意味： 
インライン表示画像の指定 

動作： 
ファイルネームで指定された画像をタグ位置に表示します。 
画像は必ず改行されてから表示されます。 
１行の中で文字との混在表示はできません。 
また、画像が１／６画像の場合はコマ数の指定が必要です。 

 
＜例＞（BMPの添付はセンターの添付機能を利用した例です） 
 

 
 

  

下スク

ロール 

しいロゴが決ま

りました。 

ｆｅｅｌＨ”の新

しいロゴが決まり

ました。 

 

同時に、ｆｅｅｌ 

同時に、ｆｅｅｌ

Ｈ”のイメージキ

ャラクターには洗

練された感覚を持 

下スク

ロール 

上スク

ロール 

上スク

ロール 

feelH”NEWS 

 
 

搭載： 
このタグは全てのｆｅｅｌＨ”端末に搭載されています。 
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6.3.8 <CHECK>タグ 
文法： 

<CHECK＝２桁の数字> 
意味： 
チェックボックス 

動作： 
この位置にチェックボックス □□ を表示し、ユーザの決定操作でチェックボックス
の状態を切り替えることができます。チェック状態のチェックボックスにはチェックボッ

クスに「レ」マークが付記されて表示されます。 
チェックされたタグに含まれる数字は、次の返信時パラメータ名＜CHECK＞でコ
ンテンツへ通知されます。チェックされたタグの値（２桁の数字）が「，」で区切りられ

全て記述されています。 
搭載： 
このタグは一部のｆｅｅｌＨ”端末に搭載されています。 

 
 
6.3.9 <?>タグ（ユーザ外字タグ） 
文法： 

<？２桁の数字> 
例：あいうえお＜？０１＞かきくけこ 

意味： 
ＢＭＰで添付されたユーザ定義外字（カラー含む）の表示 

動作： 
９６×７２ドットの白黒または２５６色ＢＭＰによって定義されたユーザ外字をタグ位

置に表示します。 
ユーザ外字は１文字が１２×１２ドットのデータです。ＢＭＰファイルに以下のように

マッピングされています。 
 

00 01 02 03 04 05 06 07 
08 09 10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 31 
32 33 34 35 36 37 38 39 
40 41 42 43 44 45 46 47 

 
表示する外字データは添付された画像データで指定されるもので、？に続く２桁

の数字が添付されたＢＭＰでの当該外字データの位置を表します。 
 

搭載： 
このタグは一部のｆｅｅｌＨ”に搭載されています。 

 
備考： 
ユーザ外字のＢＭＰデータは、本仕様の規定を満たす通常のＢＭＰファイルで、

ファイル名が “OptChar.dat” であものです。 
Content-Type:行は以下のようになります。 
 
Content-Type: Application/Octet-stream; Name=”OptChar.dat” 
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付録１ 絵文字一覧 

タグ名 絵 タグ名 絵

1 <#HEART> 25 <#CRY>

2 <#CLOCK> 26 <#TULIP>

3 <#TELEPHONE> 27 <#BASEBALL>

4 <#CUP> 28 <#BALL>

5 <#STAR> 29 <#PUNCH>

6 <#VSEL> 30 <#THUNDER>

7 <#HSEL> 31 <#ANGRY>

8 <#DENPA> 32 <#BEER>

9 <#FINE> 33 <#NOTE>

10 <#RAIN> 34 <#PEN>

11 <#CLOUD> 35 <#DOKURO>

12 <#TEAR> 36 <#MAIL>

13 <#SMILE> 37 <#NOSMOKING>

14 <#KISS> 38 <#BELL>

15 <#MELODY> 39 <#FLOWER>

16 <#CAR> 40 <#SPA>

17 <#TRAIN> 41 <#MOON>

18 <#PLANE> 42 <#FLAG>

19 <#BIKE> 43 <#MASK>

20 <#HOME> 44 <#RECORD>

21 <#BUIL> 45 <#MEAT>

22 <#PEACE> 46 <#DOG>

23 <#DINNER> 47 <#CAT>

24 <#GLASS> 48 <#MONKEY>

<<絵文字－１>>
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タグ名 絵 タグ名 絵

49 <#ELEPHANT> 73 <#DIA>

50 <#TAKO> 74 <#CLUBS>

51 <#NOODLE> 75 <#SPADE>

52 <#MIC> 76 <#CLIP>

53 <#PIKI> 77 <#SNOWMAN>

54 <#PIYOPIYO> 78 <#CAKE>

55 <#SLEEP> 79 <#APPLE>

56 <#COFFEE> 80 <#PRESENT>

57 <#TABACCO> 81 <#MONEY>

58 <#AUAU> 82 <#EXIT>

59 <#ONIGIRI> 83 <#DOOR>

60 <#BAG> 84 <#OYAJI>

61 <#UNCHI> 85 <#PHS>

62 <#TIE> 86 <#HOSHI>

63 <#SHIRT> 87 <#TICKET>

64 <#SUIKA> 88 <#LOVELOVE>

65 <#ICE> 89 <#HIRAMEKI>

66 <#BIKINI> 90 <#PETA>

67 <#HASAMI> 91 <#NIKONIKO>

68 <#CHUSHA> 92 <#TENNIS>

69 <#MARINE> 93 <#MOVIE>

70 <#FROG> 94 <#SKI>

71 <#BYEBYE> 95 <#!!>

72 <#BHEART>

<<絵文字－２>>

 
 
※No.1～75はレベル１、No.76～94はレベル２、No.95はレベル３絵文字です 
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付録２ ＪＩＳＸ０２０８－１９９０で規定外の必須文字 
 

SJIS CODE 文字 SJIS CODE 文字 SJIS CODE 文字 SJIS CODE 文字

8740h ① 8758h Ⅴ 8770h ㎝ 8788h ㊧

8741h ② 8759h Ⅵ 8771h ㎞ 8789h ㊨

8742h ③ 875Ah Ⅶ 8772h ㎎ 878Ah ㈱

8743h ④ 875Bh Ⅷ 8773h ㎏ 878Bh ㈲

8744h ⑤ 875Ch Ⅸ 8774h ㏄ 878Ch ㈹

8745h ⑥ 875Dh Ⅹ 8775h ㎡ 878Dh ㍾

8746h ⑦ 878Eh ㍽

8747h ⑧ 875Fh ㍉ 878Fh ㍼

8748h ⑨ 8760h ㌔

8749h ⑩ 8761h ㌢

874Ah ⑪ 8762h ㍍

874Bh ⑫ 8763h ㌘

874Ch ⑬ 8764h ㌧

874Dh ⑭ 8765h ㌃

874Eh ⑮ 8766h ㌶ 877Eh ㍻

874Fh ⑯ 8767h ㍑

8750h ⑰ 8768h ㍗ 8780h

8751h ⑱ 8769h ㌍ 8781h

8752h ⑲ 876Ah ㌦ 8782h №

8753h ⑳ 876Bh ㌣ 8783h ㏍

8754h Ⅰ 876Ch ㌫ 8784h ℡

8755h Ⅱ 876Dh ㍊ 8785h ㊤

8756h Ⅲ 876Eh ㌻ 8786h ㊥

8757h Ⅳ 876Fh ㎜ 8787h ㊦

〝
〟

 

 
 



 

 - 43 -

付録３ 端末の互換性に関する留意点 
端末に実装されているソフトウェアは各社毎に開発し実装しているため、細かい部分で

若干の癖があります。互換性の高いホームページを作成する為にも、コンテンツ作成時は

以下の点に留意してください。 
 
１）半角と全角の入力について 
初期の端末では英数字の入力が全角でしかできない端末があります。 
また、「半角」や「全角」という区別はユーザにとってわかりづらいものです。 
半角と全角のどちらで入力されても良いホームページの作成を心がけてください。 

 
２）改行の入力について 
初期の端末では改行の入力ができない端末があります。 

 
３）冗長な入力について 
ユーザが入力した文字列の最後の部分に余分なスペースや改行が付与されて来た

場合でも問題のないホームページの作成に心がけてください。ユーザが何も入力せ

ずに返信した場合でもスペースや改行を余分に送信する端末があります。空白や改

行のみのメールは空のデータとして扱うように心がけてください。 
 
４）文字の位置あわせ 
１行に表示できる文字数は端末によって異なります。 
表示文字数の影響を受けにくくするには、１文を１行で記述することをお勧めします。 

 
５）メニュー選択について 
メニュー選択できる項目数は端末により制限があります。どの端末でも全ての項目を

選択可能としたい場合には１画面中に含まれるメニューの項目を４０項目以下として

ください。ただし、４０項目以上あってもユーザが数字を入力しての返信は可能で

す。 
 

６）半角カナの使用について 
半角カナの入力は全ての端末でできませんが、表示に関してはｆｅｅｌＨ”から可能に

なりました。ｆｅｅｌＨ”専用コンテンツでは半角カナを使用しても構いません。 
 
７）ＵＲＬに含まれる半角の「，」と「；」について 
一部機種では、コンテンツが出力する From：に付加された ? に続くパラメータ中に
半角の「，」や「；」が含まれると返信する To：に正しくコピーできないものがあります。 
US-ASCIIであってもURLとして使用できない文字（RFC1738参照）は、%記号［（％）
に続く二桁の数字］で置き換えるとより安全です。 
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付録４ 機種ごとのパラメータ一覧（参考） 
 

製品名 
機能表示 

(pdxTAG) 

USER-AGENT（PDXGW/1.0、括弧は除く） 

複数あるものは画面表示変更可能機種 

機種通知 

(pdxMODEL) 

壁紙ｻｲｽﾞ

横 x 縦

BANDAI BC-101M 

(きゃらぴっち) 
－ － － － 

Panasonic KX-PH21F 

Panasonic KX-PH921F 
－ － － － 

SANYO PHS-J70 － TX=6;TY=3;GX=72;GY=36;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

TOSHIBA PM-T101 

(TEGACKY) 
1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

TOMY PM-T101 

(手書きＰｉＰｉ) 
1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

Panasonic KX-PH32S 

Panasonic KX-PH932S 
1*1****0**0*00 TX=6;TY=3;GX=68;GY=36;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

KYOCERA PS-T15 1*1****0**0*00 TX=7;TY=3;GX=94;GY=35;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

KENWOOD ISD-P67 1*1****0**0*00 TX=6;TY=3;GX=79;GY=38;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

SANYO PHS-J01 1*1****0**0*00 TX=6;TY=3;GX=72;GY=36;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

TOSHIBA DL-S100 1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

CASIO PM-C101 

(Me-tel) 
1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=C4;G=B2;GI=0 － － 

SANYO PHS-J80 1*1****0**0*00 TX=6;TY=4;GX=96;GY=48;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

Panasonic KX-PH23F 

Panasonic KX-PH923F 
1*1****0**0*00 

TX=8;TY=6;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=8;TY=5;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=6;TY=4;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

－ － 

KYOCERA VP-210 

(Visual Phone) 
1*1****0**1*00 TX=6;TY=7;GX=110;GY=127;C=CF;G=B2;GI=0 － － 

Panasonic KX-PH33S 

Panasonic KX-PH933S 
1*1****0**0*00 

TX=8;TY=6;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=8;TY=5;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=6;TY=4;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

－ － 

TOSHIBA DL-S200 1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

KENWOOD ISD-E7 2*1****0**0*00 TX=8;TY=6;GX=96;GY=65;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

NTECS PH1D-MMPS 

(FreeShot) 
1*1****0**0*00 TX=16;TY=9;GX=192;GY=130;C=G2;G=B2;GI=1 － － 

KYOCERA PS-T25 1*1****0**0*00 TX=7;TY=3;GX=94;GY=35;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

Panasonic KX-PH35S 

Panasonic KX-PH935S 
3*1****0**0*00 

TX=8;TY=6;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=8;TY=5;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=6;TY=4;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

－ － 

SANYO RZ-J81 3*1****0**0*00 TX=6;TY=4;GX=96;GY=48;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

TOSHIBA DL-S300 1*1****0**0*00 TX=12;TY=4;GX=96;GY=43;C=G2;G=B2;GI=0 － － 

Panasonic KX-AP201 

(安心だフォン) 
3*1****0**0*00 

TX=8;TY=6;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=8;TY=5;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

TX=6;TY=4;GX=96;GY=64;C=G2;G=B2;GI=0 

－ － 

※機能表示欄中の＊印は非公開パラメータです。 
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機種ごとのパラメータ一覧（つづき） 
 

製品名 
機能表示 

(pdxTAG) 

USER-AGENT（PDXGW/1.0、括弧は除く） 

複数あるものは画面表示変更可能機種 

機種通知 

(pdxMODEL) 

壁紙ｻｲｽﾞ

横 x 縦

SANYO RZ-J90 3*2****1**0*11 

TX=10;TY=8;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2

TX=7;TY=6;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2 

TX=5;TY=4;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2 

RZ-J90(SANYO) 120x144

SANYO RZ-J91 3*2****1**0*11 

TX=10;TY=8;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2

TX=7;TY=6;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2 

TX=5;TY=4;GX=120;GY=240;C=C256;G=BF;GI=2 

RZ-J91(SANYO) 120x144

TOSHIBA DL-M10 3*1****1**0*11 
TX=8;TY=7;GX=96;GY=72;C=C256;G=BF;GI=2 

TX=6;TY=5;GX=96;GY=72;C=C256;G=BF;GI=2 
DL-M10(TOSHIBA) 96x84 

Panasonic KX-HS100 3*1****1**2*11 

TX=10;TY=10;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2

TX=8;TY=7;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=6;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=3;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

KX-HS100(Panasonic) 101x96

KYOCERA PS-C1 3*1****1**0*11 
TX=6;TY=6;GX=96;GY=84;C=C256;G=BF;GI=2 

TX=8;TY=8;GX=96;GY=84;C=C256;G=BF;GI=2 
PS-C1(KYOCERA) 

96x84 

(96x72)

Panasonic KX-HF300 3*1****1**2*11 

TX=10;TY=10;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2

TX=8;TY=7;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=6;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=3;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

KX-HF300(Panasonic) 101x96

TOSHIBA DL-B01 3*1****1**0*11 
TX=8;TY=7;GX=96;GY=84;C=C256;G=BF;GI=2 

TX=6;TY=5;GX=96;GY=84;C=C256;G=BF;GI=2 
DL-B01(TOSHIBA) 96x91 

Panasonic KX-HS110 3*1****1**2*11 

TX=10;TY=10;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2

TX=8;TY=7;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=6;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

TX=6;TY=3;GX=96;GY=522;C=C256;G=J2;GI=2 

KX-HS110(Panasonic) 101x96

KYOCERA PS-C2 3*1****1**0*11 
TX=10;TY=10;GX=128;GY=104;C=CF;G=BF;GI=2 

TX=8;TY=8;GX=128;GY=104;C=CF;G=BF;GI=2 
PS-C2(KYOCERA) 

128x120

(128x104)

Panasonic KX-HV200 3*1****1**2*11 

TX=12;TY=11;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2

TX=10;TY=9;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

TX=7;TY=7;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

TX=7;TY=3;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

KX-HV200(Panasonic) 120x160

Panasonic KX-HV50 3*1****1**2*11 

TX=12;TY=11;GX=120;GY=416;C=G4;G=J2;GI=3 

TX=10;TY=9;GX=120;GY=416;C=G4;G=J2;GI=3 

TX=7;TY=7;GX=120;GY=416;C=G4;G=J2;GI=3 

TX=7;TY=3;GX=120;GY=416;C=G4;G=J2;GI=3 

KX-HV50(Panasonic) 120x160

SANYO RZ-J700 3*2****2**2*11 

TX=5;TY=5;GX=120;GY=120;C=CF-;G=J2;GI=3 

TX=8;TY=8;GX=128;GY=128;C=CF-;G=J2;GI=3 

TX=10;TY=11;GX=126;GY=132;C=CF-;G=J2;GI=3

RZ-J700(SANYO) 132x162

Panasonic KX-HV210 3*1****1**2*11 

TX=12;TY=11;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2

TX=10;TY=9;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

TX=7;TY=7;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

TX=7;TY=3;GX=120;GY=416;C=CF-;G=J2;GI=2 

KX-HV210(Panasonic) 120x160

※PS-C1、PS-C2での時計表示時の壁紙サイズは（）内の値となります。 
 
 


